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今月の主な内容

平成26年度施政方針
市政トピックス 

市税納期カレンダー

厦門留学生募集

　3月2日（日）、市立グラウンドを主会場に「第7回宜野湾市はごろもウォーキング大会」が開催されました。
はごろもコース（5.5ｋｍ）に798人、ねたてコース（2.5ｋｍ）に501人が参加し、心地よい汗を流しました。
　本市は、「健康都市」を宣言して50周年を迎えます。これからも市民の健康づくりの実践につながる取り組
みを推し進めます。
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創作市民劇「カミアチネーの知恵」
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平成26年度

第381回市議会定例会

平成26年度 施政方針

施政方針（要旨）

　　

第
３
８
１
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に

臨
み
、市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施

策
事
業
に
つい
て
申
し
述
べ
、議
員
各
位
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
、市
長

に
就
任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。私
は
、こ
れ
ま
で
の
間
、選
挙

公
約
で
申
し
上
げ
た
各
施
策
に
つ
き
ま
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、子
育
て
支
援
と
し
て
、市
立
小

学
校
の
学
校
給
食
費
に
つい
て
は
、平
成
25

年
度
に
一
月
あ
た
り
１
９
０
０
円
の
助
成

を
全
学
年
に
開
始
し
、平
成
26
年
度
は
半

額
の
１
９
５
０
円
に
引
き
上
げ
て
助
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、児
童
の
医
療
費
無

料
化
に
つい
て
は
、通
院
費
を
就
学
前
ま
で

を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

防
衛
予
算
の
拡
充
に
つい
て
は
、本
市

で
初
め
て
３
年
間
で
10
億
円
補
助
の
統

合
事
業
計
画
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

に
つ
い
て
は
、平
成
23
年
度
の
８
千
万
円

か
ら
平
成
25
年
度
は
２
億
１
千
２
百
万

円
と
約
２・７
倍
の
内
示
を
受
け
、１
億

３
千
２
百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、

公
共
施
設
の
整
備
や
市
民
生
活
環
境
の

改
善
に
寄
与
す
る
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他「
宜
野
湾
市
の
振
興
に
関
す

る
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
主

要
事
業
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
を
迂
回
す
る
道
路
と
し

て
地
域・市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
市
道

宜
野
湾
11
号
道
路
整
備
事
業
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、平
成
26
年
度
は

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、西
海
岸
地
域
開
発
に
つい
て
は
、

公
共
施
設
や
宿
泊
施
設
等
多
く
の
施

設
が
立
地
す
る
観
光
地
域
と
し
て
、現

在
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。さ
ら
に
、沖
縄
県
が
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つい
て
も
、コ
ン

ベン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宜
野
湾
と
し
て
広
く

県
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
本
市
西
海
岸

地
域
への
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
普

天
間
飛
行
場
問
題
に
つい
て
は
、戦
後
68

年
、本
土
復
帰
か
ら
42
年
、全
面
返
還

合
意
か
ら
も
18
年
が
経
っ
た
現
在
に
お

い
て
も
本
市
の
中
央
に
存
在
し
続
け
、市

民
は
常
に
航
空
機
墜
落
の
危
険
性
や
騒

音
被
害
に
晒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。返
還

合
意
の
原
点
は「
危
険
性
の
除
去
」と

「
基
地
負
担
の
軽
減
」で
あ
り
、固
定
化

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
５
年
以
内
の
運
用
停
止
」の
実
現
の
た

め
、普
天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。政
府
に
対
し

て
は
、市
民
の
基
地
負
担
軽
減
を
求
め
、

引
き
続
き
一日
も
早
い
閉
鎖・返
還
を
強

く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
し
て
、平
成
25
年
度
に

は
、宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
業
務
を
開
始
し
、宜
野
湾

海
浜
公
園
の
区
域
の一
部
及
び
宜
野
湾

市
産
業
展
示
館
の
指
定
管
理
業
務
を

体
育
施
設
及
び
市
内
公
園
に
拡
大
す
る

な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。今
後
も
市
立
保
育
所
、福
寿

園
の
民
営
化
、市
民
課
窓
口
業
務
、学
校

給
食
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、生
活
保
護
世

帯
の
増
大
な
ど
で
扶
助
費
は
こ
こ
10
年

で
約
２・４
５
倍
と
膨
ら
ん
で
お
り
、向
こ

う
３
年
間
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
大

幅
な
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
。平
成
26
年
度
の
予

算
編
成
に
お
い
て
は
、経
常
経
費
の
歳
出

削
減
、賃
金
職
員
、嘱
託
職
員
の
抑
制

等
は
も
と
よ
り
、各
種
団
体
への
補
助
金

に
つ
い
て
も
４
％
削
減
を
基
本
方
針
と

し
て
進
め
ま
し
た
。歳
出
抑
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に

あ
る「
市
民
が
主
役
の『
ね
た
て
』の
都

市・ぎ
の
わ
ん
」に
向
か
って
、活
力
あ
る

宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
５
つ
の
基
本
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
目
標
に
取
り
組
む
た
め
、５
つ
の

項
目
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推

進
で
す
。窓
口
サ
ー
ビ
ス
の一
層
の
向
上

と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、市
民
課
窓
口
業
務
の一部
外
部

委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
入
札
制
度
に
つい
て
は
、

最
低
制
限
価
格
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、総
合
評
価
方
式
の
拡
充
を
図
り

な
が
ら
、公
平・公
正
に
公
共
工
事
の
充

実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、市
内
業
者
の
受

注
機
会
の
拡
大
と
、新
た
に
優
良
建
設

工
事
表
彰
制
度
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
２
点
目
は
行
財
政
改
革
の
推
進
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
営

化
、公
立
保
育
所
の
民
営
化
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託

を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
３
点
目
は
、人
材
の
育
成・確
保
で
す
。

市
職
員
の
職
場
内
外
研
修
、職
員
提
案

制
度
を
充
実
さ
せ
、よ
り
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
４
点
目
は
、自
主
性
、自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立
で
す
。自
主
財
源
の

柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、公
正・公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の

確
立
と
同
時
に
、新
規
滞
納
者
の
発
生

を
防
ぎ
、収
入
未
済
額
を
縮
減
し
て
市

民
の
税
に
対
す
る
公
平
性
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

５
点
目
は
、広
域
行
政
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。広
域
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、市
民
の
利
便
性
の
確
保
及
び
公
衆

衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
建
設
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　　
「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に
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は
じ
め
に

計
画
推
進
の
た
め
に

市
政
運
営
の

基
本
方
針

ま
　
　
ち

市
民
と
共
に
歩
み

響
き
あ
う
都
市
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む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に

あ
る「
市
民
が
主
役
の『
ね
た
て
』の
都

市・ぎ
の
わ
ん
」に
向
か
って
、活
力
あ
る

宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
５
つ
の
基
本
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
目
標
に
取
り
組
む
た
め
、５
つ
の

項
目
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推

進
で
す
。窓
口
サ
ー
ビ
ス
の一
層
の
向
上

と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、市
民
課
窓
口
業
務
の一部
外
部

委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
入
札
制
度
に
つい
て
は
、

最
低
制
限
価
格
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、総
合
評
価
方
式
の
拡
充
を
図
り

な
が
ら
、公
平・公
正
に
公
共
工
事
の
充

実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、市
内
業
者
の
受

注
機
会
の
拡
大
と
、新
た
に
優
良
建
設

工
事
表
彰
制
度
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
２
点
目
は
行
財
政
改
革
の
推
進
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
営

化
、公
立
保
育
所
の
民
営
化
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託

を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
３
点
目
は
、人
材
の
育
成・確
保
で
す
。

市
職
員
の
職
場
内
外
研
修
、職
員
提
案

制
度
を
充
実
さ
せ
、よ
り
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
４
点
目
は
、自
主
性
、自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立
で
す
。自
主
財
源
の

柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、公
正・公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の

確
立
と
同
時
に
、新
規
滞
納
者
の
発
生

を
防
ぎ
、収
入
未
済
額
を
縮
減
し
て
市

民
の
税
に
対
す
る
公
平
性
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

５
点
目
は
、広
域
行
政
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。広
域
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、市
民
の
利
便
性
の
確
保
及
び
公
衆

衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
建
設
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　　
「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に

よ
る
市
民
力
を
育
成
す
る
」施
策
を
進

め
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」と
いっ
た
住
民
自
治
の
意

識
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
な
ど
各

種
団
体
等
と
連
携
し
、市
民
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
市
民
協
働
基
本
指
針
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
自

治
会
に
対
し
て
は
、上
大
謝
名
公
民
館

の
建
設
工
事
と
喜
友
名
公
民
館
の
改
修

工
事
、長
田
公
民
館
の
設
計
を
行
い
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
す
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
主
体
的

な
取
り
組
み
や
活
動
を
支
援
す
る
拠
点

施
設
と
し
て
、男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
が
供
用
開
始
し
ま
す
。男
女
共

同
参
画
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
や
女
性

に
関
す
る
諸
問
題
に
つい
て
の
学
習
及
び

交
流
、ま
た
充
実
し
た
講
座・研
修
を
行

い
、関
係
団
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つい
て
は
、友
好
都
市
で

あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ

の
留
学
生
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
響
き
あ
い
、共
に
育
つ
心
身
豊
か
な

社
会
の
実
現
」の
た
め
、学
校
教
育
環
境

の
整
備
及
び
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、生
涯
学
習
、文
化
振
興
、ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つい
て
は
、４
歳
児
か

ら
の
２
年
保
育
事
業
を
全
幼
稚
園
で
実

施
し
、平
成
25
年
度
に
拡
充
し
た
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
に
つ
い
て

も
継
続
し
ま
す
。

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、引
き
続
き
中
学
校
短
期
海
外
留

学
派
遣
事
業
を
実
施
し
、基
礎
学
力
向

上
を
推
進
す
る
た
め
、中
学
校
で
英
語

検
定
料
の
半
額
を
助
成
す
る
学
力
向
上

支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つい
て
は
、幼
稚
園

４
歳
児
ク
ラ
ス
に
も
特
別
支
援
幼
稚
園

教
諭
を
新
た
に
４
名
配
置
し
、障
が
い
等

の
あ
る
幼
児・児
童・生
徒
一人
ひ
と
り
に

適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
に

向
け
た
相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
規
に
配
置
し
、学
校
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　
は
ご
ろ
も
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

研
究
教
員
に
よ
る
理
論
研
究
と
実
践
研

究
を
通
し
て
教
職
員
の
資
質
向
上
と
と

も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、授
業
力
の
向

上
を
図
り
、心
因
性
の
不
登
校
児
童
生

徒
への
助
言
指
導
や
保
護
者
、学
校
への

対
応
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、新
設

は
ご
ろ
も
小
学
校・は
ご
ろ
も
幼
稚
園
が

４
月
に
開
校
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
過
密

な
環
境
で
あ
っ
た
大
山
小
学
校
の
校
舎

内
部
改
修
事
業
を
行
い
快
適
な
教
育
環

境
を
整
え
る
ほ
か
、安
全
で
快
適
な
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
普
天
間
中

学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つい
て
は
、社
会
教
育
団

体
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
各
団

体
の
育
成
支
援
に
努
め
、地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。ま
た
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図
り
、生
涯
学
習
の

各
種
講
座
、展
示
会
等
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。文
化
振
興
事
業
に
つ

い
て
は
、文
化
祭
を
は
じ
め
創
作
市
民
劇

脚
本
作
成
や
ミ
ュー
ジ
ッ
ク
フェス
タ
の
開

催
、出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、市
の

芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

 

市
立
博
物
館
で
は
、開
館
15
周
年
記
念

の
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、常

設
展
示
室
等
の
施
設
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
事
業
と
し
て
、引
き
続

き
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
支
援
検
討

調
査
事
業
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
文
化
財

保
護
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調
査
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
、文
化
財
整
備
事
業
と

し
て
は
、森
の
川
保
存
整
備
事
業
、喜
友

名
泉
環
境
保
全
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　　
「
宜
野
湾
市
産
業
振
興
計
画
」を
基

に
、自
立
し
た
経
済
基
盤
と
な
る
強
い

産
業
の
確
立
を
目
指
し
、市
民
、事
業
所
、

教
育
機
関
、各
種
団
体
と
の
連
携・協
働

に
よ
り
、産
業
の
振
興
、経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
「
出
会
い
と
交
流
を
大
切
に
観
光・コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
」さ
せ
る
施

策
と
し
て
は
、本
市
西
海
岸
の
コンベン
シ

ョ
ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
支
援
や
、ス
ポ
ー
ツ
コンベン
シ
ョン
振

興
を
積
極
的
に
行
い
、新
た
な
観
光
振

興
事
業
と
し
て「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
賑

わ
い
創
出
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。平

成
25
年
度
に
一
括
交
付
金
を
活
用
す

る
事
業
と
し
て
、初
め
て
市
民
提
案
制

度
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
内
容
を
事
業

化
し
た
も
の
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

定
着
を
図
り
ま
す
。

　

本
市
の
西
海
岸
地
域
は
、沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る「
世

界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」を
目
指
し
て
お
り
、

西
海
岸
地
域
開
発
の
検
討
を
行
う
た
め
、

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。併
せ
て
、ア

フ
タ
ー
コ
ンベン
シ
ョン
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、沖
縄
県
が
建
設
を
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
、商
工

会
や
観
光
振
興
協
会
な
ど
各
種
団
体

と
連
携
し
て
積
極
的
に
誘
致
活
動
に
取

り
組
ま
す
。

　
「
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
商
工
業
の

振
興
」の
取
り
組
み
と
し
て
は
、空
き
店

舗
対
策
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や
多
様
な

地
域
資
源
の
有
効
活
用
の
推
進
等
、商

店
街
の
賑
わ
い
や
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。ま
た

「
宜
野
湾
市
中
小
企
業
振
興
条
例
」を

策
定
し
、事
業
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
施
策
に
反
映
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

宜
野
湾
市
小
口
資
金
融
資
制
度
を
中

心
と
し
た
各
種
金
融
支
援
策
で
資
金
調

達
の
円
滑
化
、経
営
基
盤
の
強
化
と
活

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
育
成
を
図
り
、新
た

な
産
業
創
出
が
期
待
で
き
る
起
業
家・

創
業
者
の
支
援・育
成
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

市
民
優
先
雇
用
に
つ
い
て
も
促
進
を
図

り
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
引
き
続
き
緊
急

雇
用
創
出
事
業
等
に
取
り
組
み
、失
業

率
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
雇
用
の
受

け
皿
と
な
る
企
業
の
成
長
や
人
材
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
個
性
あ
る
都
市
型
農
漁
業
や
創
造

的
な
活
動
」を
推
進
す
る
た
め
、大
山
田

い
も
地
域
に
つい
て
は
地
権
者
の
要
望
や

意
向
を
受
け
、大
山
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
と
連
携
し
て
農
地
を
集
約
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、都
市
に
お
け
る
農

業
後
継
者
や
新
規
就
業
者
の
育
成・確

保
に
つい
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、市

内
の
農
地
を
活
用
し
た
市
民
農
園
の
設

置
や
体
験
農
業
の
支
援
、農
家
の
経
営

安
定
化
に
向
け
た
支
援
な
ど
都
市
型
農
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業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、浦
添
宜

野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
支
援
策
を
継
続

し
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

農
水
産
業
振
興
拠
点
施
設
で
あ
る「
ぎ

の
わ
ん
ゆ
いマ
ル
シ
ェ
」の
活
性
化
に
向
け

関
係
機
関
や
他
産
業
と
の
連
携
強
化
に

努
め
ま
す
。

　　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る「
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー（
互
い
に
助
け
合

う
）」の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
「
市
民
の
明
る
く
安
心
な
く
ら
し
を

支
え
合
う
」た
め
の
施
策
と
し
て
、高
齢

者
や
障
が
い
者（
児
）、児
童
や
ひ
と
り

親
家
庭
、低
所
得
者
等
の
福
祉
対
策
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、各
種

健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
を
図
り
、「
地

域
支
え
合
い
活
動
委
員
会
」の
全
自
治

会
区
域
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、各
部
署
や
関
係
機
関
と
の
協

力・連
携
を
図
り
な
が
ら
、講
演
会
の
開

催
や
多
重
債
務
問
題
の
解
決
、ヤ
ミ
金

融
等
の
被
害
発
生
防
止
に
努
め
る
な
ど

市
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
市
民
相
談
及

び
消
費
生
活
相
談
事
業
を
継
続
し
ま

す
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、２
園
の
認

可
保
育
園
創
設
事
業
に
取
り
組
み
、認

可
外
保
育
施
設
への
支
援
に
つい
て
も
助

成
事
業
の
拡
充
を
図
り
、入
所
児
童
の

処
遇
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つい
て
は
、平
成

26
年
度
は
長
田
児
童
館
建
設
事
業
に

取
り
組
み
、児
童
館・児
童
セ
ン
タ
ー
が

未
設
置
の
地
区
に
お
い
て
は
、自
治
会
公

民
館
を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
遊
び

を
与
え
る
児
童
健
全
育
成
巡
回
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業

で
は
、地
域
に
お
け
る
育
児
の
相
互
援

助
活
動
を
推
進
し
、ひ
と
り
親
家
庭
等

の
利
用
支
援
事
業
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズへ

の
対
応
を
図
り
、安
心
で
き
る
子
育
て

環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。引
き
続
き
通
院
医
療
費
に
つい
て
は

小
学
校
就
学
前
ま
で
、入
院
医
療
費
に

つ
い
て
は
中
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
への
支
援
と
し
て
は
、ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
向
上
と
安
定
に
向
け
た
総
合

的
な
施
策
推
進
の
た
め
、第
二
次
宜
野

湾
市
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
計
画
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
への
対

応
に
つい
て
は
、要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、子
ど
も

の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま
す
。

社
会
問
題
と
な
って
い
る
Ｄ
Ｖ
問
題
に
つ

い
て
は
、未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、市
民
への
広
報
、啓
発
、教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
事

業
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
支
援
に
つ
い
て
は
、女
性
相
談
員
に
よ

る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

被
害
者
の
ケ
ア
、自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
、

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
活
性
化
し

て
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
宜
野
湾
市
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は「
チ
ュ
イ
シ

ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社
会
」の

形
成
に
向
け
て
、宜
野
湾
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
総
合
相

談
や
支
援
事
業
及
び
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実・強
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ

く
り
の
拠
点
整
備
と
し
て
、（
仮
称
）伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、平
成
28
年
１
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
を
活
用
し

て
生
活
保
護
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
る
失

業
者
や
離
職
者
の
住
居
の
確
保
に
つい
て

は
、住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業
の

周
知
に
努
め
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

 

健
康
都
市
宣
言
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、記
念
事
業
と
し
て「（
仮
称
）健

康
づ
く
り
市
民
大
会
」を
行
い
、市
民
が

自
発
的
に
健
康
づ
く
り
の
実
践
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。こ
の
ほ
か
、７
月
28

日
に
全
国
ラ
ジ
オ
番
組
で
生
放
送
す
る

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」を
開
催
し
、

健
康・体
力
づ
く
り
の
意
識
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培

い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
食
育
を

推
進
す
る
た
め
、新
た
に
策
定
し
た
食

育
推
進
計
画
に
基
づ
き
市
民
の
健
全
な

食
生
活
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
支
援
に
つい
て
は
、各
種

が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
を
図
り
、生
活
習
慣
を
見
直
す
特

定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つい
て
は
、疾

病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
を
促
す
た

め
、病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各

種
健
診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、後
発
医
薬
品
の
普
及

促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。

　

75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つい
て
は
、長
寿

健
診
や
長
寿
人
間
ド
ッ
ク
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
継
続
し
て
行
い
、高
齢
者
の

健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

　
「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

施
策
に
つ
い
て
は
、安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
防
災
に
対
処
す
る
消
防・

救
急
体
制
の
整
備
に
努
め
、防
犯・交
通

安
全
対
策
で
は
、学
校
や
地
域
自
治
会
、

警
察
等
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
強
化
に
つい
て
は
、緊
急

時
の
迅
速
な
情
報
を
市
内
全
域
の
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
緊
急
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
運
用
い
た
し
ま

す
。

　

自
然
災
害
の
際
の
避
難
支
援
と
し
て
、

住
民
が
海
兵
隊
普
天
間
基
地
及
び
キ
ャ

ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
を
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
協
定
を
締
結
し
、津
波
が
発
生
し

た
際
に
普
天
間
基
地
内
を
避
難
経
路
と

し
て
使
用
す
る
運
用
手
順
を
締
結
し
ま

し
た
。今
後
、キ
ャ
ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
に
つい

て
も
同
様
な
標
準
運
用
手
順
の
締
結
を

行
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と

対
策
を
図
る
た
め
、自
主
防
災
組
織
の

育
成・支
援
、災
害
時
要
援
護
者
対
策
の

推
進
、防
災
教
育
の
強
化
、備
蓄
食
糧
の

確
保
な
ど
を
行
い「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」に
努
め
ま
す
。

　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、平
成

26
年
度
よ
り
整
備
を
行
い
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
運
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つい
て
は
、交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、市
交

通
指
導
員
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、年
間
を
通
し
た
交
通
安
全
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
事
業
に
つい
て
は
、自
治
会

が
管
理
す
る
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
事
業
を
実
施
し
、防
犯
灯
の
整

備・拡
充
を
図
り
、自
治
会
の
負
担
軽
減

及
び
消
費
電
力
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、

市
街
地
、道
路
、上
下
水
道
や
、公
園・緑

地
の
整
備
を
推
進
し
、都
市
的
機
能
と

自
然
環
境
が
調
和
し
た
持
続
発
展
可

能
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」施
策
に
つい
て
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、地
域
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め
、住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

　
「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」施
策
に

つい
て
は
、引
き
続
き
宇
地
泊
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
佐
真
下
第
二
土

地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
に
つい
て
は
、伊
佐・伊

利
原
市
営
住
宅
建
替
事
業
を
進
め
平

成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
事
業
に
つい
て
は
、国
道
58

号
と
宜
野
湾
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
大
山
７

号
道
路
改
良
事
業
を
平
成
26
年
度
で

完
成
し
、平
成
27
年
４
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。宜
野
湾
11
号
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
を

行
い
、国
道
３
３
０
号
の
渋
滞
解
消
の
た

め
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
ほ

か
、真
栄
原
９
号
道
路
改
良
事
業
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
交
通
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、本
市
に
お
け
る
交
通
状
況
や
道
路

網
の
現
況
な
ど
都
市
交
通
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
た
上
で
、３・４・71
号
普
天

間
線
の
新
規
事
業
路
線
を
決
定
し
、市

民
への
施
設
利
用
上
の
利
便
性
及
び
安

全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、基
幹
管
路
に
つい
て
耐

震
化
や
水
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
布

設
替
え
を
行
い
、災
害
に
も
強
い
管
網
構

築
を
進
め
ま
す
。ま
た
、老
朽
給
水
管
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏

水
防
止
対
策
を
強
化
し
、水
の
安
全
、安

定
供
給
と
経
営
の
健
全
化
を
基
本
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つい
て
は
、残

る
約
10
％
の
地
域
の
整
備
に
つい
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、普
及
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
施
設
の
更
新
、改
築
を
進
め
、雨
水
排

水
の
整
備
と
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
も

水
質
汚
濁
防
止
や
浸
水
防
除
の
た
め
面

整
備
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
園
整
備
事
業
で
は
、野
嵩
第一公
園
、

比
屋
良
川
公
園
の
整
備
を
継
続
し
、（
仮

称
）上
大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
工
事
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つい
て
は
、

景
観
計
画
に
基
づ
き
、市
民
、事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
、豊
か
で
潤
い
の
あ
る
暮

ら
し
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
、総
合
的

な
風
景・ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
つい
て
は
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
、安
全
で

快
適
な
利
用
を
確
保
し
、適
切
な
維
持

補
修
及
び
新
設
を
図
る
と
と
も
に
遊
具

等
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つい
て
は
、墓
地
等
の
経

営
の
適
正
化
及
び
墓
地
等
と
周
辺
環
境

と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つい
て
は
、引
き
続
き
地
域
説
明
会

等
を
開
催
し
な
が
ら
門
前
ま
ち
と
し
て

の
整
備
を
図
り
、ま
た
、真
栄
原
地
区
に

お
い
て
は
、整
備
構
想
に
基
づ
き(

仮
称)

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け

て
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
道

路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
米
軍
基
地

普
天
間
飛
行
場
の
問
題
に
つい
て
は
、多

く
の
市
民・県
民
が
望
ん
で
い
る
早
期
閉

鎖・返
還
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、市
民

の
た
め
の
跡
地
利
用
計
画
と
平
和
で
発

展
す
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

第
１
に「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た

め
の
跡
地
利
用
を
促
進
す
る
」施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。市
域
面
積
の
約
25
％

を
占
め
る
普
天
間
飛
行
場
は
、戦
後
68

年
余
も
の
長
期
に
わ
た
り
、本
市
の
中

央
に
存
在
し
続
け
、航
空
機
騒
音
を
は

じ
め
航
空
機
事
故
等
に
よ
る
危
険
性
、

ま
た
、効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、昨
年
夏
に
は
普
天
間
飛

行
場
へ
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ
レ
イ
が
全
24
機

強
行
配
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、市
民
の

基
地
負
担
は
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。引
き
続

き
普
天
間
飛
行
場
へ
の
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
撤
回
と
県
外
へ
の
分
散
移

転
等
も
視
野
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
は
、昨
年
４
月
の
統

合
計
画
に
お
い
て「
２
０
２
２
年
度
又
は

そ
の
後
に
返
還
可
能
」と
改
め
て
返
還

期
日
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、危
険
性
は

今
も
放
置
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。普
天

間
飛
行
場
返
還
合
意
の
原
点
は「
危
険

性
の
除
去
」と「
基
地
負
担
の
軽
減
」で

あ
り
、普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
は
絶

対
に
あ
って
は
な
り
ま
せ
ん
。普
天
間
飛

行
場
の
一
日
も
早
い
閉
鎖・返
還
と
そ
の

間
の
危
険
性
の
除
去
及
び
基
地
負
担
軽

減
策
の
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
」

に
基
づ
き
、土
地
利
用
需
要
見
通
し
の

確
保・地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握

等
と
合
わ
せ
て
、計
画
の
具
体
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
、実
現
性
の
検

証
や
関
係
者
の
合
意
形
成
を
行
っ
た
上

で
跡
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
跡
地
利
用
に

つい
て
は
、駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
推
進

協
議
会
及
び
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧（
西
普
天

間
住
宅
地
区
）の
跡
地
利
用
に
関
す
る

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、平
成
26
年
１
月

17
日
に
は
拠
点
返
還
地
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。跡
地
利
用
計
画
に
つい
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
も
見
据
え
、跡
地
利
用
の
先
行

モ
デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
国・県
や
地
権

者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
に「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政

を
推
進
す
る
」た
め
、平
和
市
民
啓
発

事
業
と
し
て
被
爆
地
長
崎
への
平
和
学

習
派
遣
事
業
及
び
慰
霊
の
日
特
別
事
業
、

平
和
学
習
受
入
事
業
等
を
実
施
し
、平

和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市・市

民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
宜
野
湾

市・元
気
な
ま
ち
宜
野
湾
市
を
創
る
た

め
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
宜
野
湾
市
を
創
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
26
日  

　
　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

　
※
施
政
方
針
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ち  

ゆ
ん

な
ー 

が
ー

ま
　
　
ち

創
意
工
夫
に
満
ち
た

元
気
な
都
市



平成26年度 施政方針

　　

第
３
８
１
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に

臨
み
、市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施

策
事
業
に
つい
て
申
し
述
べ
、議
員
各
位
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
、市
長

に
就
任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。私
は
、こ
れ
ま
で
の
間
、選
挙

公
約
で
申
し
上
げ
た
各
施
策
に
つ
き
ま
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、子
育
て
支
援
と
し
て
、市
立
小

学
校
の
学
校
給
食
費
に
つい
て
は
、平
成
25

年
度
に
一
月
あ
た
り
１
９
０
０
円
の
助
成

を
全
学
年
に
開
始
し
、平
成
26
年
度
は
半

額
の
１
９
５
０
円
に
引
き
上
げ
て
助
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、児
童
の
医
療
費
無

料
化
に
つい
て
は
、通
院
費
を
就
学
前
ま
で

を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

防
衛
予
算
の
拡
充
に
つい
て
は
、本
市

で
初
め
て
３
年
間
で
10
億
円
補
助
の
統

合
事
業
計
画
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

に
つ
い
て
は
、平
成
23
年
度
の
８
千
万
円

か
ら
平
成
25
年
度
は
２
億
１
千
２
百
万

円
と
約
２・７
倍
の
内
示
を
受
け
、１
億

３
千
２
百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、

公
共
施
設
の
整
備
や
市
民
生
活
環
境
の

改
善
に
寄
与
す
る
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他「
宜
野
湾
市
の
振
興
に
関
す

る
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
主

要
事
業
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
を
迂
回
す
る
道
路
と
し

て
地
域・市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
市
道

宜
野
湾
11
号
道
路
整
備
事
業
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、平
成
26
年
度
は

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、西
海
岸
地
域
開
発
に
つい
て
は
、

公
共
施
設
や
宿
泊
施
設
等
多
く
の
施

設
が
立
地
す
る
観
光
地
域
と
し
て
、現

在
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。さ
ら
に
、沖
縄
県
が
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つい
て
も
、コ
ン

ベン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宜
野
湾
と
し
て
広
く

県
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
本
市
西
海
岸

地
域
への
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
普

天
間
飛
行
場
問
題
に
つい
て
は
、戦
後
68

年
、本
土
復
帰
か
ら
42
年
、全
面
返
還

合
意
か
ら
も
18
年
が
経
っ
た
現
在
に
お

い
て
も
本
市
の
中
央
に
存
在
し
続
け
、市

民
は
常
に
航
空
機
墜
落
の
危
険
性
や
騒

音
被
害
に
晒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。返
還

合
意
の
原
点
は「
危
険
性
の
除
去
」と

「
基
地
負
担
の
軽
減
」で
あ
り
、固
定
化

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
５
年
以
内
の
運
用
停
止
」の
実
現
の
た

め
、普
天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。政
府
に
対
し

て
は
、市
民
の
基
地
負
担
軽
減
を
求
め
、

引
き
続
き
一日
も
早
い
閉
鎖・返
還
を
強

く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
し
て
、平
成
25
年
度
に

は
、宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
業
務
を
開
始
し
、宜
野
湾

海
浜
公
園
の
区
域
の一
部
及
び
宜
野
湾

市
産
業
展
示
館
の
指
定
管
理
業
務
を

体
育
施
設
及
び
市
内
公
園
に
拡
大
す
る

な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。今
後
も
市
立
保
育
所
、福
寿

園
の
民
営
化
、市
民
課
窓
口
業
務
、学
校

給
食
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、生
活
保
護
世

帯
の
増
大
な
ど
で
扶
助
費
は
こ
こ
10
年

で
約
２・４
５
倍
と
膨
ら
ん
で
お
り
、向
こ

う
３
年
間
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
大

幅
な
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
。平
成
26
年
度
の
予

算
編
成
に
お
い
て
は
、経
常
経
費
の
歳
出

削
減
、賃
金
職
員
、嘱
託
職
員
の
抑
制

等
は
も
と
よ
り
、各
種
団
体
への
補
助
金

に
つ
い
て
も
４
％
削
減
を
基
本
方
針
と

し
て
進
め
ま
し
た
。歳
出
抑
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に

あ
る「
市
民
が
主
役
の『
ね
た
て
』の
都

市・ぎ
の
わ
ん
」に
向
か
って
、活
力
あ
る

宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
５
つ
の
基
本
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
目
標
に
取
り
組
む
た
め
、５
つ
の

項
目
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推

進
で
す
。窓
口
サ
ー
ビ
ス
の一
層
の
向
上

と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、市
民
課
窓
口
業
務
の一部
外
部

委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
入
札
制
度
に
つい
て
は
、

最
低
制
限
価
格
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、総
合
評
価
方
式
の
拡
充
を
図
り

な
が
ら
、公
平・公
正
に
公
共
工
事
の
充

実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、市
内
業
者
の
受

注
機
会
の
拡
大
と
、新
た
に
優
良
建
設

工
事
表
彰
制
度
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
２
点
目
は
行
財
政
改
革
の
推
進
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
営

化
、公
立
保
育
所
の
民
営
化
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託

を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
３
点
目
は
、人
材
の
育
成・確
保
で
す
。

市
職
員
の
職
場
内
外
研
修
、職
員
提
案

制
度
を
充
実
さ
せ
、よ
り
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
４
点
目
は
、自
主
性
、自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立
で
す
。自
主
財
源
の

柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、公
正・公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の

確
立
と
同
時
に
、新
規
滞
納
者
の
発
生

を
防
ぎ
、収
入
未
済
額
を
縮
減
し
て
市

民
の
税
に
対
す
る
公
平
性
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

５
点
目
は
、広
域
行
政
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。広
域
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、市
民
の
利
便
性
の
確
保
及
び
公
衆

衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
建
設
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　　
「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に

よ
る
市
民
力
を
育
成
す
る
」施
策
を
進

め
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」と
いっ
た
住
民
自
治
の
意

識
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
な
ど
各

種
団
体
等
と
連
携
し
、市
民
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
市
民
協
働
基
本
指
針
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
自

治
会
に
対
し
て
は
、上
大
謝
名
公
民
館

の
建
設
工
事
と
喜
友
名
公
民
館
の
改
修

工
事
、長
田
公
民
館
の
設
計
を
行
い
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
す
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
主
体
的

な
取
り
組
み
や
活
動
を
支
援
す
る
拠
点

施
設
と
し
て
、男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
が
供
用
開
始
し
ま
す
。男
女
共

同
参
画
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
や
女
性

に
関
す
る
諸
問
題
に
つい
て
の
学
習
及
び

交
流
、ま
た
充
実
し
た
講
座・研
修
を
行

い
、関
係
団
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つい
て
は
、友
好
都
市
で

あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ

の
留
学
生
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
響
き
あ
い
、共
に
育
つ
心
身
豊
か
な

社
会
の
実
現
」の
た
め
、学
校
教
育
環
境

の
整
備
及
び
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、生
涯
学
習
、文
化
振
興
、ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つい
て
は
、４
歳
児
か

ら
の
２
年
保
育
事
業
を
全
幼
稚
園
で
実

施
し
、平
成
25
年
度
に
拡
充
し
た
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
に
つ
い
て

も
継
続
し
ま
す
。

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、引
き
続
き
中
学
校
短
期
海
外
留

学
派
遣
事
業
を
実
施
し
、基
礎
学
力
向

上
を
推
進
す
る
た
め
、中
学
校
で
英
語

検
定
料
の
半
額
を
助
成
す
る
学
力
向
上

支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つい
て
は
、幼
稚
園

４
歳
児
ク
ラ
ス
に
も
特
別
支
援
幼
稚
園

教
諭
を
新
た
に
４
名
配
置
し
、障
が
い
等

の
あ
る
幼
児・児
童・生
徒
一人
ひ
と
り
に

適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
に

向
け
た
相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
規
に
配
置
し
、学
校
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　
は
ご
ろ
も
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

研
究
教
員
に
よ
る
理
論
研
究
と
実
践
研

究
を
通
し
て
教
職
員
の
資
質
向
上
と
と

も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、授
業
力
の
向

上
を
図
り
、心
因
性
の
不
登
校
児
童
生

徒
への
助
言
指
導
や
保
護
者
、学
校
への

対
応
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、新
設

は
ご
ろ
も
小
学
校・は
ご
ろ
も
幼
稚
園
が

４
月
に
開
校
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
過
密

な
環
境
で
あ
っ
た
大
山
小
学
校
の
校
舎

内
部
改
修
事
業
を
行
い
快
適
な
教
育
環

境
を
整
え
る
ほ
か
、安
全
で
快
適
な
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
普
天
間
中

学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つい
て
は
、社
会
教
育
団

体
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
各
団

体
の
育
成
支
援
に
努
め
、地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。ま
た
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図
り
、生
涯
学
習
の

各
種
講
座
、展
示
会
等
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。文
化
振
興
事
業
に
つ

い
て
は
、文
化
祭
を
は
じ
め
創
作
市
民
劇

脚
本
作
成
や
ミ
ュー
ジ
ッ
ク
フェス
タ
の
開

催
、出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、市
の

芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

 

市
立
博
物
館
で
は
、開
館
15
周
年
記
念

の
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、常

設
展
示
室
等
の
施
設
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
事
業
と
し
て
、引
き
続

き
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
支
援
検
討

調
査
事
業
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
文
化
財

保
護
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調
査
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
、文
化
財
整
備
事
業
と

し
て
は
、森
の
川
保
存
整
備
事
業
、喜
友

名
泉
環
境
保
全
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　　
「
宜
野
湾
市
産
業
振
興
計
画
」を
基

に
、自
立
し
た
経
済
基
盤
と
な
る
強
い

産
業
の
確
立
を
目
指
し
、市
民
、事
業
所
、

教
育
機
関
、各
種
団
体
と
の
連
携・協
働

に
よ
り
、産
業
の
振
興
、経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
「
出
会
い
と
交
流
を
大
切
に
観
光・コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
」さ
せ
る
施

策
と
し
て
は
、本
市
西
海
岸
の
コンベン
シ

ョ
ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
支
援
や
、ス
ポ
ー
ツ
コンベン
シ
ョン
振

興
を
積
極
的
に
行
い
、新
た
な
観
光
振

興
事
業
と
し
て「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
賑

わ
い
創
出
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。平

成
25
年
度
に
一
括
交
付
金
を
活
用
す

る
事
業
と
し
て
、初
め
て
市
民
提
案
制

度
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
内
容
を
事
業

化
し
た
も
の
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

定
着
を
図
り
ま
す
。

　

本
市
の
西
海
岸
地
域
は
、沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る「
世

界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」を
目
指
し
て
お
り
、

西
海
岸
地
域
開
発
の
検
討
を
行
う
た
め
、

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。併
せ
て
、ア

フ
タ
ー
コ
ンベン
シ
ョン
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、沖
縄
県
が
建
設
を
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
、商
工

会
や
観
光
振
興
協
会
な
ど
各
種
団
体

と
連
携
し
て
積
極
的
に
誘
致
活
動
に
取

り
組
ま
す
。

　
「
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
商
工
業
の

振
興
」の
取
り
組
み
と
し
て
は
、空
き
店

舗
対
策
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や
多
様
な

地
域
資
源
の
有
効
活
用
の
推
進
等
、商

店
街
の
賑
わ
い
や
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。ま
た

「
宜
野
湾
市
中
小
企
業
振
興
条
例
」を

策
定
し
、事
業
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
施
策
に
反
映
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

宜
野
湾
市
小
口
資
金
融
資
制
度
を
中

心
と
し
た
各
種
金
融
支
援
策
で
資
金
調

達
の
円
滑
化
、経
営
基
盤
の
強
化
と
活

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
育
成
を
図
り
、新
た

な
産
業
創
出
が
期
待
で
き
る
起
業
家・

創
業
者
の
支
援・育
成
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

市
民
優
先
雇
用
に
つ
い
て
も
促
進
を
図

り
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
引
き
続
き
緊
急

雇
用
創
出
事
業
等
に
取
り
組
み
、失
業

率
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
雇
用
の
受

け
皿
と
な
る
企
業
の
成
長
や
人
材
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
個
性
あ
る
都
市
型
農
漁
業
や
創
造

的
な
活
動
」を
推
進
す
る
た
め
、大
山
田

い
も
地
域
に
つい
て
は
地
権
者
の
要
望
や

意
向
を
受
け
、大
山
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
と
連
携
し
て
農
地
を
集
約
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、都
市
に
お
け
る
農

業
後
継
者
や
新
規
就
業
者
の
育
成・確

保
に
つい
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、市

内
の
農
地
を
活
用
し
た
市
民
農
園
の
設

置
や
体
験
農
業
の
支
援
、農
家
の
経
営

安
定
化
に
向
け
た
支
援
な
ど
都
市
型
農

業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、浦
添
宜

野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
支
援
策
を
継
続

し
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

農
水
産
業
振
興
拠
点
施
設
で
あ
る「
ぎ

の
わ
ん
ゆ
いマ
ル
シ
ェ
」の
活
性
化
に
向
け

関
係
機
関
や
他
産
業
と
の
連
携
強
化
に

努
め
ま
す
。

　　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る「
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー（
互
い
に
助
け
合

う
）」の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
「
市
民
の
明
る
く
安
心
な
く
ら
し
を

支
え
合
う
」た
め
の
施
策
と
し
て
、高
齢

者
や
障
が
い
者（
児
）、児
童
や
ひ
と
り

親
家
庭
、低
所
得
者
等
の
福
祉
対
策
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、各
種

健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
を
図
り
、「
地

域
支
え
合
い
活
動
委
員
会
」の
全
自
治

会
区
域
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、各
部
署
や
関
係
機
関
と
の
協

力・連
携
を
図
り
な
が
ら
、講
演
会
の
開

催
や
多
重
債
務
問
題
の
解
決
、ヤ
ミ
金

融
等
の
被
害
発
生
防
止
に
努
め
る
な
ど

市
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
市
民
相
談
及

び
消
費
生
活
相
談
事
業
を
継
続
し
ま

す
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、２
園
の
認

可
保
育
園
創
設
事
業
に
取
り
組
み
、認

可
外
保
育
施
設
への
支
援
に
つい
て
も
助

成
事
業
の
拡
充
を
図
り
、入
所
児
童
の

処
遇
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つい
て
は
、平
成

26
年
度
は
長
田
児
童
館
建
設
事
業
に

取
り
組
み
、児
童
館・児
童
セ
ン
タ
ー
が

未
設
置
の
地
区
に
お
い
て
は
、自
治
会
公

民
館
を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
遊
び

を
与
え
る
児
童
健
全
育
成
巡
回
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業

で
は
、地
域
に
お
け
る
育
児
の
相
互
援

助
活
動
を
推
進
し
、ひ
と
り
親
家
庭
等

の
利
用
支
援
事
業
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズへ

の
対
応
を
図
り
、安
心
で
き
る
子
育
て

環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。引
き
続
き
通
院
医
療
費
に
つい
て
は

小
学
校
就
学
前
ま
で
、入
院
医
療
費
に

つ
い
て
は
中
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
への
支
援
と
し
て
は
、ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
向
上
と
安
定
に
向
け
た
総
合

的
な
施
策
推
進
の
た
め
、第
二
次
宜
野

湾
市
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
計
画
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
への
対

応
に
つい
て
は
、要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、子
ど
も

の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま
す
。

社
会
問
題
と
な
って
い
る
Ｄ
Ｖ
問
題
に
つ

い
て
は
、未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、市
民
への
広
報
、啓
発
、教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
事

業
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
支
援
に
つ
い
て
は
、女
性
相
談
員
に
よ

る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

被
害
者
の
ケ
ア
、自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
、

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
活
性
化
し

て
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
宜
野
湾
市
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は「
チ
ュ
イ
シ

ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社
会
」の

形
成
に
向
け
て
、宜
野
湾
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
総
合
相

談
や
支
援
事
業
及
び
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実・強
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ

く
り
の
拠
点
整
備
と
し
て
、（
仮
称
）伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、平
成
28
年
１
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
を
活
用
し

て
生
活
保
護
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
る
失

業
者
や
離
職
者
の
住
居
の
確
保
に
つい
て

は
、住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業
の

周
知
に
努
め
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

 

健
康
都
市
宣
言
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、記
念
事
業
と
し
て「（
仮
称
）健

康
づ
く
り
市
民
大
会
」を
行
い
、市
民
が

自
発
的
に
健
康
づ
く
り
の
実
践
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。こ
の
ほ
か
、７
月
28

日
に
全
国
ラ
ジ
オ
番
組
で
生
放
送
す
る

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」を
開
催
し
、

健
康・体
力
づ
く
り
の
意
識
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培

い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
食
育
を

推
進
す
る
た
め
、新
た
に
策
定
し
た
食

育
推
進
計
画
に
基
づ
き
市
民
の
健
全
な

食
生
活
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
支
援
に
つい
て
は
、各
種

が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
を
図
り
、生
活
習
慣
を
見
直
す
特

定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つい
て
は
、疾

病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
を
促
す
た

め
、病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各

種
健
診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、後
発
医
薬
品
の
普
及

促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。

　

75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つい
て
は
、長
寿

健
診
や
長
寿
人
間
ド
ッ
ク
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
継
続
し
て
行
い
、高
齢
者
の

健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

　
「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

施
策
に
つ
い
て
は
、安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
防
災
に
対
処
す
る
消
防・

救
急
体
制
の
整
備
に
努
め
、防
犯・交
通

安
全
対
策
で
は
、学
校
や
地
域
自
治
会
、

警
察
等
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
強
化
に
つい
て
は
、緊
急

時
の
迅
速
な
情
報
を
市
内
全
域
の
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
緊
急
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
運
用
い
た
し
ま

す
。

　

自
然
災
害
の
際
の
避
難
支
援
と
し
て
、

住
民
が
海
兵
隊
普
天
間
基
地
及
び
キ
ャ

ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
を
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
協
定
を
締
結
し
、津
波
が
発
生
し

た
際
に
普
天
間
基
地
内
を
避
難
経
路
と

し
て
使
用
す
る
運
用
手
順
を
締
結
し
ま

し
た
。今
後
、キ
ャ
ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
に
つい

て
も
同
様
な
標
準
運
用
手
順
の
締
結
を

行
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と

対
策
を
図
る
た
め
、自
主
防
災
組
織
の

育
成・支
援
、災
害
時
要
援
護
者
対
策
の

推
進
、防
災
教
育
の
強
化
、備
蓄
食
糧
の

確
保
な
ど
を
行
い「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」に
努
め
ま
す
。

　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、平
成

26
年
度
よ
り
整
備
を
行
い
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
運
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つい
て
は
、交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、市
交

通
指
導
員
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、年
間
を
通
し
た
交
通
安
全
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
事
業
に
つい
て
は
、自
治
会

が
管
理
す
る
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
事
業
を
実
施
し
、防
犯
灯
の
整

備・拡
充
を
図
り
、自
治
会
の
負
担
軽
減

及
び
消
費
電
力
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、

市
街
地
、道
路
、上
下
水
道
や
、公
園・緑

地
の
整
備
を
推
進
し
、都
市
的
機
能
と

自
然
環
境
が
調
和
し
た
持
続
発
展
可

能
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」施
策
に
つい
て
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、地
域
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め
、住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

　
「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」施
策
に

つい
て
は
、引
き
続
き
宇
地
泊
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
佐
真
下
第
二
土

地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
に
つい
て
は
、伊
佐・伊

利
原
市
営
住
宅
建
替
事
業
を
進
め
平

成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
事
業
に
つい
て
は
、国
道
58

号
と
宜
野
湾
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
大
山
７

号
道
路
改
良
事
業
を
平
成
26
年
度
で

完
成
し
、平
成
27
年
４
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。宜
野
湾
11
号
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
を

行
い
、国
道
３
３
０
号
の
渋
滞
解
消
の
た

め
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
ほ

か
、真
栄
原
９
号
道
路
改
良
事
業
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
交
通
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、本
市
に
お
け
る
交
通
状
況
や
道
路

網
の
現
況
な
ど
都
市
交
通
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
た
上
で
、３・４・71
号
普
天

間
線
の
新
規
事
業
路
線
を
決
定
し
、市

民
への
施
設
利
用
上
の
利
便
性
及
び
安

全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、基
幹
管
路
に
つい
て
耐

震
化
や
水
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
布

設
替
え
を
行
い
、災
害
に
も
強
い
管
網
構

築
を
進
め
ま
す
。ま
た
、老
朽
給
水
管
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏

水
防
止
対
策
を
強
化
し
、水
の
安
全
、安

定
供
給
と
経
営
の
健
全
化
を
基
本
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つい
て
は
、残

る
約
10
％
の
地
域
の
整
備
に
つい
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、普
及
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
施
設
の
更
新
、改
築
を
進
め
、雨
水
排

水
の
整
備
と
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
も

水
質
汚
濁
防
止
や
浸
水
防
除
の
た
め
面

整
備
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
園
整
備
事
業
で
は
、野
嵩
第一公
園
、

比
屋
良
川
公
園
の
整
備
を
継
続
し
、（
仮

称
）上
大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
工
事
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つい
て
は
、

景
観
計
画
に
基
づ
き
、市
民
、事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
、豊
か
で
潤
い
の
あ
る
暮

ら
し
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
、総
合
的

な
風
景・ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
つい
て
は
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
、安
全
で

快
適
な
利
用
を
確
保
し
、適
切
な
維
持

補
修
及
び
新
設
を
図
る
と
と
も
に
遊
具

等
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つい
て
は
、墓
地
等
の
経

営
の
適
正
化
及
び
墓
地
等
と
周
辺
環
境

と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つい
て
は
、引
き
続
き
地
域
説
明
会

等
を
開
催
し
な
が
ら
門
前
ま
ち
と
し
て

の
整
備
を
図
り
、ま
た
、真
栄
原
地
区
に

お
い
て
は
、整
備
構
想
に
基
づ
き(

仮
称)

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け

て
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
道

路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
米
軍
基
地

普
天
間
飛
行
場
の
問
題
に
つい
て
は
、多

く
の
市
民・県
民
が
望
ん
で
い
る
早
期
閉

鎖・返
還
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、市
民

の
た
め
の
跡
地
利
用
計
画
と
平
和
で
発

展
す
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

第
１
に「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た

め
の
跡
地
利
用
を
促
進
す
る
」施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。市
域
面
積
の
約
25
％

を
占
め
る
普
天
間
飛
行
場
は
、戦
後
68

年
余
も
の
長
期
に
わ
た
り
、本
市
の
中

央
に
存
在
し
続
け
、航
空
機
騒
音
を
は

じ
め
航
空
機
事
故
等
に
よ
る
危
険
性
、

ま
た
、効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、昨
年
夏
に
は
普
天
間
飛

行
場
へ
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ
レ
イ
が
全
24
機

強
行
配
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、市
民
の

基
地
負
担
は
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。引
き
続

き
普
天
間
飛
行
場
へ
の
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
撤
回
と
県
外
へ
の
分
散
移

転
等
も
視
野
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
は
、昨
年
４
月
の
統

合
計
画
に
お
い
て「
２
０
２
２
年
度
又
は

そ
の
後
に
返
還
可
能
」と
改
め
て
返
還

期
日
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、危
険
性
は

今
も
放
置
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。普
天

間
飛
行
場
返
還
合
意
の
原
点
は「
危
険

性
の
除
去
」と「
基
地
負
担
の
軽
減
」で

あ
り
、普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
は
絶

対
に
あ
って
は
な
り
ま
せ
ん
。普
天
間
飛

行
場
の
一
日
も
早
い
閉
鎖・返
還
と
そ
の

間
の
危
険
性
の
除
去
及
び
基
地
負
担
軽

減
策
の
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
」

に
基
づ
き
、土
地
利
用
需
要
見
通
し
の

確
保・地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握

等
と
合
わ
せ
て
、計
画
の
具
体
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
、実
現
性
の
検

証
や
関
係
者
の
合
意
形
成
を
行
っ
た
上

で
跡
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
跡
地
利
用
に

つい
て
は
、駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
推
進

協
議
会
及
び
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧（
西
普
天

間
住
宅
地
区
）の
跡
地
利
用
に
関
す
る

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、平
成
26
年
１
月

17
日
に
は
拠
点
返
還
地
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。跡
地
利
用
計
画
に
つい
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
も
見
据
え
、跡
地
利
用
の
先
行

モ
デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
国・県
や
地
権

者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
に「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政

を
推
進
す
る
」た
め
、平
和
市
民
啓
発

事
業
と
し
て
被
爆
地
長
崎
への
平
和
学

習
派
遣
事
業
及
び
慰
霊
の
日
特
別
事
業
、

平
和
学
習
受
入
事
業
等
を
実
施
し
、平

和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市・市

民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
宜
野
湾

市・元
気
な
ま
ち
宜
野
湾
市
を
創
る
た

め
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
宜
野
湾
市
を
創
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
26
日  

　
　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

　
※
施
政
方
針
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（4）市報ぎのわん　2014・4・10

ま
　 

ち

安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市



平成26年度 施政方針

　　

第
３
８
１
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に

臨
み
、市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施

策
事
業
に
つい
て
申
し
述
べ
、議
員
各
位
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
、市
長

に
就
任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。私
は
、こ
れ
ま
で
の
間
、選
挙

公
約
で
申
し
上
げ
た
各
施
策
に
つ
き
ま
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、子
育
て
支
援
と
し
て
、市
立
小

学
校
の
学
校
給
食
費
に
つい
て
は
、平
成
25

年
度
に
一
月
あ
た
り
１
９
０
０
円
の
助
成

を
全
学
年
に
開
始
し
、平
成
26
年
度
は
半

額
の
１
９
５
０
円
に
引
き
上
げ
て
助
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、児
童
の
医
療
費
無

料
化
に
つい
て
は
、通
院
費
を
就
学
前
ま
で

を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

防
衛
予
算
の
拡
充
に
つい
て
は
、本
市

で
初
め
て
３
年
間
で
10
億
円
補
助
の
統

合
事
業
計
画
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

に
つ
い
て
は
、平
成
23
年
度
の
８
千
万
円

か
ら
平
成
25
年
度
は
２
億
１
千
２
百
万

円
と
約
２・７
倍
の
内
示
を
受
け
、１
億

３
千
２
百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、

公
共
施
設
の
整
備
や
市
民
生
活
環
境
の

改
善
に
寄
与
す
る
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他「
宜
野
湾
市
の
振
興
に
関
す

る
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
主

要
事
業
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
を
迂
回
す
る
道
路
と
し

て
地
域・市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
市
道

宜
野
湾
11
号
道
路
整
備
事
業
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、平
成
26
年
度
は

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、西
海
岸
地
域
開
発
に
つい
て
は
、

公
共
施
設
や
宿
泊
施
設
等
多
く
の
施

設
が
立
地
す
る
観
光
地
域
と
し
て
、現

在
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。さ
ら
に
、沖
縄
県
が
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つい
て
も
、コ
ン

ベン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宜
野
湾
と
し
て
広
く

県
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
本
市
西
海
岸

地
域
への
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
普

天
間
飛
行
場
問
題
に
つい
て
は
、戦
後
68

年
、本
土
復
帰
か
ら
42
年
、全
面
返
還

合
意
か
ら
も
18
年
が
経
っ
た
現
在
に
お

い
て
も
本
市
の
中
央
に
存
在
し
続
け
、市

民
は
常
に
航
空
機
墜
落
の
危
険
性
や
騒

音
被
害
に
晒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。返
還

合
意
の
原
点
は「
危
険
性
の
除
去
」と

「
基
地
負
担
の
軽
減
」で
あ
り
、固
定
化

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
５
年
以
内
の
運
用
停
止
」の
実
現
の
た

め
、普
天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。政
府
に
対
し

て
は
、市
民
の
基
地
負
担
軽
減
を
求
め
、

引
き
続
き
一日
も
早
い
閉
鎖・返
還
を
強

く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
し
て
、平
成
25
年
度
に

は
、宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
業
務
を
開
始
し
、宜
野
湾

海
浜
公
園
の
区
域
の一
部
及
び
宜
野
湾

市
産
業
展
示
館
の
指
定
管
理
業
務
を

体
育
施
設
及
び
市
内
公
園
に
拡
大
す
る

な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。今
後
も
市
立
保
育
所
、福
寿

園
の
民
営
化
、市
民
課
窓
口
業
務
、学
校

給
食
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、生
活
保
護
世

帯
の
増
大
な
ど
で
扶
助
費
は
こ
こ
10
年

で
約
２・４
５
倍
と
膨
ら
ん
で
お
り
、向
こ

う
３
年
間
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
大

幅
な
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
。平
成
26
年
度
の
予

算
編
成
に
お
い
て
は
、経
常
経
費
の
歳
出

削
減
、賃
金
職
員
、嘱
託
職
員
の
抑
制

等
は
も
と
よ
り
、各
種
団
体
への
補
助
金

に
つ
い
て
も
４
％
削
減
を
基
本
方
針
と

し
て
進
め
ま
し
た
。歳
出
抑
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に

あ
る「
市
民
が
主
役
の『
ね
た
て
』の
都

市・ぎ
の
わ
ん
」に
向
か
って
、活
力
あ
る

宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
５
つ
の
基
本
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
目
標
に
取
り
組
む
た
め
、５
つ
の

項
目
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推

進
で
す
。窓
口
サ
ー
ビ
ス
の一
層
の
向
上

と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、市
民
課
窓
口
業
務
の一部
外
部

委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
入
札
制
度
に
つい
て
は
、

最
低
制
限
価
格
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、総
合
評
価
方
式
の
拡
充
を
図
り

な
が
ら
、公
平・公
正
に
公
共
工
事
の
充

実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、市
内
業
者
の
受

注
機
会
の
拡
大
と
、新
た
に
優
良
建
設

工
事
表
彰
制
度
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
２
点
目
は
行
財
政
改
革
の
推
進
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
営

化
、公
立
保
育
所
の
民
営
化
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託

を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
３
点
目
は
、人
材
の
育
成・確
保
で
す
。

市
職
員
の
職
場
内
外
研
修
、職
員
提
案

制
度
を
充
実
さ
せ
、よ
り
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
４
点
目
は
、自
主
性
、自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立
で
す
。自
主
財
源
の

柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、公
正・公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の

確
立
と
同
時
に
、新
規
滞
納
者
の
発
生

を
防
ぎ
、収
入
未
済
額
を
縮
減
し
て
市

民
の
税
に
対
す
る
公
平
性
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

５
点
目
は
、広
域
行
政
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。広
域
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、市
民
の
利
便
性
の
確
保
及
び
公
衆

衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
建
設
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　　
「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に

よ
る
市
民
力
を
育
成
す
る
」施
策
を
進

め
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」と
いっ
た
住
民
自
治
の
意

識
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
な
ど
各

種
団
体
等
と
連
携
し
、市
民
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
市
民
協
働
基
本
指
針
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
自

治
会
に
対
し
て
は
、上
大
謝
名
公
民
館

の
建
設
工
事
と
喜
友
名
公
民
館
の
改
修

工
事
、長
田
公
民
館
の
設
計
を
行
い
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
す
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
主
体
的

な
取
り
組
み
や
活
動
を
支
援
す
る
拠
点

施
設
と
し
て
、男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
が
供
用
開
始
し
ま
す
。男
女
共

同
参
画
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
や
女
性

に
関
す
る
諸
問
題
に
つい
て
の
学
習
及
び

交
流
、ま
た
充
実
し
た
講
座・研
修
を
行

い
、関
係
団
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つい
て
は
、友
好
都
市
で

あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ

の
留
学
生
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
響
き
あ
い
、共
に
育
つ
心
身
豊
か
な

社
会
の
実
現
」の
た
め
、学
校
教
育
環
境

の
整
備
及
び
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、生
涯
学
習
、文
化
振
興
、ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つい
て
は
、４
歳
児
か

ら
の
２
年
保
育
事
業
を
全
幼
稚
園
で
実

施
し
、平
成
25
年
度
に
拡
充
し
た
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
に
つ
い
て

も
継
続
し
ま
す
。

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、引
き
続
き
中
学
校
短
期
海
外
留

学
派
遣
事
業
を
実
施
し
、基
礎
学
力
向

上
を
推
進
す
る
た
め
、中
学
校
で
英
語

検
定
料
の
半
額
を
助
成
す
る
学
力
向
上

支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つい
て
は
、幼
稚
園

４
歳
児
ク
ラ
ス
に
も
特
別
支
援
幼
稚
園

教
諭
を
新
た
に
４
名
配
置
し
、障
が
い
等

の
あ
る
幼
児・児
童・生
徒
一人
ひ
と
り
に

適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
に

向
け
た
相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
規
に
配
置
し
、学
校
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　
は
ご
ろ
も
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

研
究
教
員
に
よ
る
理
論
研
究
と
実
践
研

究
を
通
し
て
教
職
員
の
資
質
向
上
と
と

も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、授
業
力
の
向

上
を
図
り
、心
因
性
の
不
登
校
児
童
生

徒
への
助
言
指
導
や
保
護
者
、学
校
への

対
応
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、新
設

は
ご
ろ
も
小
学
校・は
ご
ろ
も
幼
稚
園
が

４
月
に
開
校
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
過
密

な
環
境
で
あ
っ
た
大
山
小
学
校
の
校
舎

内
部
改
修
事
業
を
行
い
快
適
な
教
育
環

境
を
整
え
る
ほ
か
、安
全
で
快
適
な
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
普
天
間
中

学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つい
て
は
、社
会
教
育
団

体
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
各
団

体
の
育
成
支
援
に
努
め
、地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。ま
た
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図
り
、生
涯
学
習
の

各
種
講
座
、展
示
会
等
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。文
化
振
興
事
業
に
つ

い
て
は
、文
化
祭
を
は
じ
め
創
作
市
民
劇

脚
本
作
成
や
ミ
ュー
ジ
ッ
ク
フェス
タ
の
開

催
、出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、市
の

芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

 

市
立
博
物
館
で
は
、開
館
15
周
年
記
念

の
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、常

設
展
示
室
等
の
施
設
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
事
業
と
し
て
、引
き
続

き
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
支
援
検
討

調
査
事
業
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
文
化
財

保
護
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調
査
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
、文
化
財
整
備
事
業
と

し
て
は
、森
の
川
保
存
整
備
事
業
、喜
友

名
泉
環
境
保
全
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　　
「
宜
野
湾
市
産
業
振
興
計
画
」を
基

に
、自
立
し
た
経
済
基
盤
と
な
る
強
い

産
業
の
確
立
を
目
指
し
、市
民
、事
業
所
、

教
育
機
関
、各
種
団
体
と
の
連
携・協
働

に
よ
り
、産
業
の
振
興
、経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
「
出
会
い
と
交
流
を
大
切
に
観
光・コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
」さ
せ
る
施

策
と
し
て
は
、本
市
西
海
岸
の
コンベン
シ

ョ
ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
支
援
や
、ス
ポ
ー
ツ
コンベン
シ
ョン
振

興
を
積
極
的
に
行
い
、新
た
な
観
光
振

興
事
業
と
し
て「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
賑

わ
い
創
出
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。平

成
25
年
度
に
一
括
交
付
金
を
活
用
す

る
事
業
と
し
て
、初
め
て
市
民
提
案
制

度
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
内
容
を
事
業

化
し
た
も
の
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

定
着
を
図
り
ま
す
。

　

本
市
の
西
海
岸
地
域
は
、沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る「
世

界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」を
目
指
し
て
お
り
、

西
海
岸
地
域
開
発
の
検
討
を
行
う
た
め
、

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。併
せ
て
、ア

フ
タ
ー
コ
ンベン
シ
ョン
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、沖
縄
県
が
建
設
を
検
討
し
て
い

る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
、商
工

会
や
観
光
振
興
協
会
な
ど
各
種
団
体

と
連
携
し
て
積
極
的
に
誘
致
活
動
に
取

り
組
ま
す
。

　
「
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
商
工
業
の

振
興
」の
取
り
組
み
と
し
て
は
、空
き
店

舗
対
策
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や
多
様
な

地
域
資
源
の
有
効
活
用
の
推
進
等
、商

店
街
の
賑
わ
い
や
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。ま
た

「
宜
野
湾
市
中
小
企
業
振
興
条
例
」を

策
定
し
、事
業
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
施
策
に
反
映
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

宜
野
湾
市
小
口
資
金
融
資
制
度
を
中

心
と
し
た
各
種
金
融
支
援
策
で
資
金
調

達
の
円
滑
化
、経
営
基
盤
の
強
化
と
活

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

宜
野
湾
ベ
イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
育
成
を
図
り
、新
た

な
産
業
創
出
が
期
待
で
き
る
起
業
家・

創
業
者
の
支
援・育
成
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

市
民
優
先
雇
用
に
つ
い
て
も
促
進
を
図

り
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
引
き
続
き
緊
急

雇
用
創
出
事
業
等
に
取
り
組
み
、失
業

率
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
雇
用
の
受

け
皿
と
な
る
企
業
の
成
長
や
人
材
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
個
性
あ
る
都
市
型
農
漁
業
や
創
造

的
な
活
動
」を
推
進
す
る
た
め
、大
山
田

い
も
地
域
に
つい
て
は
地
権
者
の
要
望
や

意
向
を
受
け
、大
山
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
と
連
携
し
て
農
地
を
集
約
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、都
市
に
お
け
る
農

業
後
継
者
や
新
規
就
業
者
の
育
成・確

保
に
つい
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、市

内
の
農
地
を
活
用
し
た
市
民
農
園
の
設

置
や
体
験
農
業
の
支
援
、農
家
の
経
営

安
定
化
に
向
け
た
支
援
な
ど
都
市
型
農

業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、浦
添
宜

野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
支
援
策
を
継
続

し
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

農
水
産
業
振
興
拠
点
施
設
で
あ
る「
ぎ

の
わ
ん
ゆ
いマ
ル
シ
ェ
」の
活
性
化
に
向
け

関
係
機
関
や
他
産
業
と
の
連
携
強
化
に

努
め
ま
す
。

　　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る「
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー（
互
い
に
助
け
合

う
）」の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
「
市
民
の
明
る
く
安
心
な
く
ら
し
を

支
え
合
う
」た
め
の
施
策
と
し
て
、高
齢

者
や
障
が
い
者（
児
）、児
童
や
ひ
と
り

親
家
庭
、低
所
得
者
等
の
福
祉
対
策
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、各
種

健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
を
図
り
、「
地

域
支
え
合
い
活
動
委
員
会
」の
全
自
治

会
区
域
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、各
部
署
や
関
係
機
関
と
の
協

力・連
携
を
図
り
な
が
ら
、講
演
会
の
開

催
や
多
重
債
務
問
題
の
解
決
、ヤ
ミ
金

融
等
の
被
害
発
生
防
止
に
努
め
る
な
ど

市
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
市
民
相
談
及

び
消
費
生
活
相
談
事
業
を
継
続
し
ま

す
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、２
園
の
認

可
保
育
園
創
設
事
業
に
取
り
組
み
、認

可
外
保
育
施
設
への
支
援
に
つい
て
も
助

成
事
業
の
拡
充
を
図
り
、入
所
児
童
の

処
遇
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つい
て
は
、平
成

26
年
度
は
長
田
児
童
館
建
設
事
業
に

取
り
組
み
、児
童
館・児
童
セ
ン
タ
ー
が

未
設
置
の
地
区
に
お
い
て
は
、自
治
会
公

民
館
を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
遊
び

を
与
え
る
児
童
健
全
育
成
巡
回
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業

で
は
、地
域
に
お
け
る
育
児
の
相
互
援

助
活
動
を
推
進
し
、ひ
と
り
親
家
庭
等

の
利
用
支
援
事
業
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズへ

の
対
応
を
図
り
、安
心
で
き
る
子
育
て

環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。引
き
続
き
通
院
医
療
費
に
つい
て
は

小
学
校
就
学
前
ま
で
、入
院
医
療
費
に

つ
い
て
は
中
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
への
支
援
と
し
て
は
、ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
向
上
と
安
定
に
向
け
た
総
合

的
な
施
策
推
進
の
た
め
、第
二
次
宜
野

湾
市
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
計
画
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
への
対

応
に
つい
て
は
、要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、子
ど
も

の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま
す
。

社
会
問
題
と
な
って
い
る
Ｄ
Ｖ
問
題
に
つ

い
て
は
、未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、市
民
への
広
報
、啓
発
、教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
事

業
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
支
援
に
つ
い
て
は
、女
性
相
談
員
に
よ

る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

被
害
者
の
ケ
ア
、自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
、

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
活
性
化
し

て
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
宜
野
湾
市
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は「
チ
ュ
イ
シ

ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社
会
」の

形
成
に
向
け
て
、宜
野
湾
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
総
合
相

談
や
支
援
事
業
及
び
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実・強
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ

く
り
の
拠
点
整
備
と
し
て
、（
仮
称
）伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、平
成
28
年
１
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
を
活
用
し

て
生
活
保
護
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
る
失

業
者
や
離
職
者
の
住
居
の
確
保
に
つい
て

は
、住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業
の

周
知
に
努
め
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

 

健
康
都
市
宣
言
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、記
念
事
業
と
し
て「（
仮
称
）健

康
づ
く
り
市
民
大
会
」を
行
い
、市
民
が

自
発
的
に
健
康
づ
く
り
の
実
践
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。こ
の
ほ
か
、７
月
28

日
に
全
国
ラ
ジ
オ
番
組
で
生
放
送
す
る

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」を
開
催
し
、

健
康・体
力
づ
く
り
の
意
識
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培

い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
食
育
を

推
進
す
る
た
め
、新
た
に
策
定
し
た
食

育
推
進
計
画
に
基
づ
き
市
民
の
健
全
な

食
生
活
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
支
援
に
つい
て
は
、各
種

が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
を
図
り
、生
活
習
慣
を
見
直
す
特

定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つい
て
は
、疾

病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
を
促
す
た

め
、病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各

種
健
診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、後
発
医
薬
品
の
普
及

促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。

　

75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つい
て
は
、長
寿

健
診
や
長
寿
人
間
ド
ッ
ク
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
継
続
し
て
行
い
、高
齢
者
の

健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

　
「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

施
策
に
つ
い
て
は
、安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
防
災
に
対
処
す
る
消
防・

救
急
体
制
の
整
備
に
努
め
、防
犯・交
通

安
全
対
策
で
は
、学
校
や
地
域
自
治
会
、

警
察
等
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
強
化
に
つい
て
は
、緊
急

時
の
迅
速
な
情
報
を
市
内
全
域
の
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
緊
急
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
運
用
い
た
し
ま

す
。

　

自
然
災
害
の
際
の
避
難
支
援
と
し
て
、

住
民
が
海
兵
隊
普
天
間
基
地
及
び
キ
ャ

ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
を
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
協
定
を
締
結
し
、津
波
が
発
生
し

た
際
に
普
天
間
基
地
内
を
避
難
経
路
と

し
て
使
用
す
る
運
用
手
順
を
締
結
し
ま

し
た
。今
後
、キ
ャ
ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
に
つい

て
も
同
様
な
標
準
運
用
手
順
の
締
結
を

行
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と

対
策
を
図
る
た
め
、自
主
防
災
組
織
の

育
成・支
援
、災
害
時
要
援
護
者
対
策
の

推
進
、防
災
教
育
の
強
化
、備
蓄
食
糧
の

確
保
な
ど
を
行
い「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」に
努
め
ま
す
。

　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、平
成

26
年
度
よ
り
整
備
を
行
い
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
運
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つい
て
は
、交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、市
交

通
指
導
員
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、年
間
を
通
し
た
交
通
安
全
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
事
業
に
つい
て
は
、自
治
会

が
管
理
す
る
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
事
業
を
実
施
し
、防
犯
灯
の
整

備・拡
充
を
図
り
、自
治
会
の
負
担
軽
減

及
び
消
費
電
力
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、

市
街
地
、道
路
、上
下
水
道
や
、公
園・緑

地
の
整
備
を
推
進
し
、都
市
的
機
能
と

自
然
環
境
が
調
和
し
た
持
続
発
展
可

能
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」施
策
に
つい
て
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、地
域
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め
、住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

　
「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」施
策
に

つい
て
は
、引
き
続
き
宇
地
泊
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
佐
真
下
第
二
土

地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
に
つい
て
は
、伊
佐・伊

利
原
市
営
住
宅
建
替
事
業
を
進
め
平

成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
事
業
に
つい
て
は
、国
道
58

号
と
宜
野
湾
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
大
山
７

号
道
路
改
良
事
業
を
平
成
26
年
度
で

完
成
し
、平
成
27
年
４
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。宜
野
湾
11
号
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
を

行
い
、国
道
３
３
０
号
の
渋
滞
解
消
の
た

め
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
ほ

か
、真
栄
原
９
号
道
路
改
良
事
業
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
交
通
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、本
市
に
お
け
る
交
通
状
況
や
道
路

網
の
現
況
な
ど
都
市
交
通
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
た
上
で
、３・４・71
号
普
天

間
線
の
新
規
事
業
路
線
を
決
定
し
、市

民
への
施
設
利
用
上
の
利
便
性
及
び
安

全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、基
幹
管
路
に
つい
て
耐

震
化
や
水
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
布

設
替
え
を
行
い
、災
害
に
も
強
い
管
網
構

築
を
進
め
ま
す
。ま
た
、老
朽
給
水
管
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏

水
防
止
対
策
を
強
化
し
、水
の
安
全
、安

定
供
給
と
経
営
の
健
全
化
を
基
本
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つい
て
は
、残

る
約
10
％
の
地
域
の
整
備
に
つい
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、普
及
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
施
設
の
更
新
、改
築
を
進
め
、雨
水
排

水
の
整
備
と
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
も

水
質
汚
濁
防
止
や
浸
水
防
除
の
た
め
面

整
備
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
園
整
備
事
業
で
は
、野
嵩
第一公
園
、

比
屋
良
川
公
園
の
整
備
を
継
続
し
、（
仮

称
）上
大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
工
事
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つい
て
は
、

景
観
計
画
に
基
づ
き
、市
民
、事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
、豊
か
で
潤
い
の
あ
る
暮

ら
し
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
、総
合
的

な
風
景・ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
つい
て
は
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
、安
全
で

快
適
な
利
用
を
確
保
し
、適
切
な
維
持

補
修
及
び
新
設
を
図
る
と
と
も
に
遊
具

等
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つい
て
は
、墓
地
等
の
経

営
の
適
正
化
及
び
墓
地
等
と
周
辺
環
境

と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つい
て
は
、引
き
続
き
地
域
説
明
会

等
を
開
催
し
な
が
ら
門
前
ま
ち
と
し
て

の
整
備
を
図
り
、ま
た
、真
栄
原
地
区
に

お
い
て
は
、整
備
構
想
に
基
づ
き(

仮
称)

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け

て
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
道

路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
米
軍
基
地

普
天
間
飛
行
場
の
問
題
に
つい
て
は
、多

く
の
市
民・県
民
が
望
ん
で
い
る
早
期
閉

鎖・返
還
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、市
民

の
た
め
の
跡
地
利
用
計
画
と
平
和
で
発

展
す
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

第
１
に「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た

め
の
跡
地
利
用
を
促
進
す
る
」施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。市
域
面
積
の
約
25
％

を
占
め
る
普
天
間
飛
行
場
は
、戦
後
68

年
余
も
の
長
期
に
わ
た
り
、本
市
の
中

央
に
存
在
し
続
け
、航
空
機
騒
音
を
は

じ
め
航
空
機
事
故
等
に
よ
る
危
険
性
、

ま
た
、効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、昨
年
夏
に
は
普
天
間
飛

行
場
へ
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ
レ
イ
が
全
24
機

強
行
配
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、市
民
の

基
地
負
担
は
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。引
き
続

き
普
天
間
飛
行
場
へ
の
Ｍ
Ｖ‐22
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
撤
回
と
県
外
へ
の
分
散
移

転
等
も
視
野
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
は
、昨
年
４
月
の
統

合
計
画
に
お
い
て「
２
０
２
２
年
度
又
は

そ
の
後
に
返
還
可
能
」と
改
め
て
返
還

期
日
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、危
険
性
は

今
も
放
置
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。普
天

間
飛
行
場
返
還
合
意
の
原
点
は「
危
険

性
の
除
去
」と「
基
地
負
担
の
軽
減
」で

あ
り
、普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
は
絶

対
に
あ
って
は
な
り
ま
せ
ん
。普
天
間
飛

行
場
の
一
日
も
早
い
閉
鎖・返
還
と
そ
の

間
の
危
険
性
の
除
去
及
び
基
地
負
担
軽

減
策
の
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
」

に
基
づ
き
、土
地
利
用
需
要
見
通
し
の

確
保・地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握

等
と
合
わ
せ
て
、計
画
の
具
体
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
、実
現
性
の
検

証
や
関
係
者
の
合
意
形
成
を
行
っ
た
上

で
跡
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
跡
地
利
用
に

つい
て
は
、駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
推
進

協
議
会
及
び
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧（
西
普
天

間
住
宅
地
区
）の
跡
地
利
用
に
関
す
る

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、平
成
26
年
１
月

17
日
に
は
拠
点
返
還
地
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。跡
地
利
用
計
画
に
つい
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
も
見
据
え
、跡
地
利
用
の
先
行

モ
デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
国・県
や
地
権

者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
に「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政

を
推
進
す
る
」た
め
、平
和
市
民
啓
発

事
業
と
し
て
被
爆
地
長
崎
への
平
和
学

習
派
遣
事
業
及
び
慰
霊
の
日
特
別
事
業
、

平
和
学
習
受
入
事
業
等
を
実
施
し
、平

和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市・市

民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
宜
野
湾

市・元
気
な
ま
ち
宜
野
湾
市
を
創
る
た

め
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
宜
野
湾
市
を
創
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
26
日  

　
　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

　
※
施
政
方
針
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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続
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な

美
し
い
都
市
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問合せ：
市税等収納対策本部
1893－4411（代表）

固定資産税 ・ 市県民税 ・ 軽自動車税について・・・納税課　内線２５１
国民健康保険税 ・ 後期高齢者医療保険料について・・・国民健康保険課　内線１４１
介護保険料について・・・・・・・・・・・・・・・介護長寿課　内線１６７

※口座振替日は納期限と同日になりますが、12月については全税目とも25日に振替いたします。
　このカレンダーは、市のホームページでもご覧いただけます。

税目
固定資産税 市県民税 軽自動車税 介護保険料

納 期 限・
口座振替日

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料月別

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１期

２期

全期

１期

２期

３期

４期

５期

７期

８期

１期

２期

３期

４期

4期

３期
２５日(木)

６期
1月5日(月)

１期

２期

３期

４期

５期

     4月30日（水）

6月2日（月）

    6月30日（月）
 

    7月31日（木）
 

9月1日（月）
 

  9月30日（火）
 

  10月31日（金）
 

  12月1日（月）

    2月2日（月）
 

    3月2日（月）
 

    3月31日（火）

納期限：左記参照
口座振替：12月25日（木）

７期

８期

６期
1月5日(月)

１期

２期

３期

４期

５期

７期

８期

９期

６期
1月5日(月)１２月

１月

２月

３月

市税等は期限内に納めましょう!！

市税等納期カレンダー平成２6年度 宜野湾市
市税等納期・国民年金

● 指定する大学（大学院）・高等学校・専門学校・各種学校などに在籍する学生
● 前年の所得が118万円以下の方

対　象　者 

★　学生納付特例期間は、年金の受給資格期間（最低25年必要）に算入されます。
★　年金額の計算には反映されません。ただし、老齢年金の減額を防ぐため、10年間は保険料の追納ができます。
★　障害年金・遺族年金の請求時には、納付と同じ扱いとなります。（申請が遅れると請求できなくなる場合があります）

平成26年４月から、免除（※）が受けられる対象期間が拡大され、申請時点の２年１カ月前の月まで申請できる
ようになりました。　未納期間のある方は、早めにご相談ください。
　　　　　（※）免除には、全額免除、一部免除（3/4、半額、1/4）、若年者納付猶予、学生納付特例があります

学生納付特例が認められると・・・

平成26年度 学生納付特例 受付中
20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、年金保険料を納めなければなりません。
しかし、収入が少なく納めることができなければ、「学生納付特例」を申請することができます。

① 学生証（コピー可）・ 在学（在籍）証明書のいずれか一つ
② 認印

必 要 書 類 手続きは
毎年必要です！

詳しくは　 市民課年金係まで　　 ☎893－4411　内線117
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上水道料金・下水道使用料の改定・国保

　消費税と地方消費税を合わせた税率が平成26年４月１日から８％に引き上げられました。
　これに伴い上水道料金・下水道使用料も消費税等の引き上げに対応した料金となります。
　基本料金および超過分の単価は従来と変わりません。
◆適用時期
　平成26年６月検針分から適用（下水道使用料のうち、１カ月検針分は平成26年５月検針分から）
◆上水道料金・下水道使用料の影響額
　例：家庭用・２カ月に30㎥使用した場合

水道料金に関する問合せ：水道局業務課業務係　☎８９２－３３５２
下水道使用料に関する問合せ：下水道課業務係　☎８９３－４４１１　内線５３６

上水道料金・下水道使用料の改定について
消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴う

区　分　　　　      現　　行　　　　　　　 改 正 後 　　　　　 差　　額

4,640円（220円）

2,060円（80円）

6,700円

4,760円（340円）

2,120円（140円）

6,880円

上水道料金

下水道使用料

合計

+120円

+60円

+180円

※（　）内は、消費税および地方消費税相当額です。

　後期高齢者医療制度では、年々増加する医療費の動向を踏まえて、２年ごとに保険料の見直しを行う制度
となっており、被保険者である加入者一人ひとりに、保険料のご負担をお願いしています。
　平成26・27年度の保険料率については、約26億円の剰余金見込額を活用し、据え置きとすることが決定
されました。
　しかし、保険料の賦課限度額については、高齢者の医療の確保に関する法律施行令および沖縄県後期高齢
者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の改正により、57万円に改められました。
　加入者の皆さまにはご負担をお願いしますが、今後も安心して医療が受けられるよう、安定的に持続可能な
財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

問合せ：沖縄県後期高齢者医療広域連合 管理課　☎９６３－８０１２

平成26・27年度の保険料率改定について

平成26・27年度保険料率 （平成20年度より据え置き）
所得割率　　　　　　　　 均等割額
８．８０％ 　　　　　４８，４４０円

保険料賦課限度額
平成26年度（改正後） 　平成25年度（改正前） 前年度比

５７万円　　　　　　　　　５５万円　　　　　　+２万円

※上記の金額については、平成26年２月14日の「平成26年第１回沖縄県後期高齢者医療広域連合議会
　定例会」において可決されました。（沖縄県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の
　一部改正）
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講師：紀 （々kiki）【哲楽家】

女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば
平成25年度 講演会・研修報告会

115号

　3月8日（土）、市中央公民館にて、宜野湾市主催、市女性団体連絡協議会（女団協）共催による平成 25年度 講
演会・研修報告会が開催されました。
　市では男女共同参画社会の実現に向け、女性リーダー育成のための県外・海外研修の支援をしており、平成 25
年度は「男女共同参画推進フォーラム」へ1名、「女性の翼」へ2名の参加者が県外・海外へと飛び立ちました。
　研修報告会では、女団協から派遣された「日本女性会議 2013あなん」の参加者 4名も含め、7名の参加者が研
修の報告を行いました。
　また研修報告会に併せ、コミュニケーション関連講演会も開催されました。

　楽しい気持ちになるためには、職場などでどのように
人間関係の風通しを良くしていけばいいのか・・・？
　welcome!オーラ（相手を受け入れるポジティブな雰囲
気）を磨くための５つの“アイ”『あいさつ・アイコンタク
ト（視線）・愛情・相づち・愛嬌（笑顔）』の紹介を中心に、
男女の違いと笑顔の効用について講演しました。

●歌あり、オカリナあり、わかりやすいトークで大変心にしみました。すばらしい、の一言です。心の持ち方が大切ですね。
●5つの“アイ”を忘れずにこれから少しでも対人恐怖がなくなるよう努力してみようと思いました。
●ステキな内容でした。自分が変われば相手がかわることに改めて気づいたので、これからの日々に生かしていきたいと思います。

●それぞれの個性が出ていてすばらしい報告会でした。研修に行って燃えていた頃の自分を思い出しました。
●女性の勉強の場がもっともっと必要だなあと感じました。そのためには家庭の調和が一番だと思います。
●今後1人1人が実践していけるようになるようワークライフバランスは男女ともに大きなテーマだと思いました。
●7人の皆さんのすばらしい報告。私も次回ぜひ参加したいと思います。

研修地：国立女性教育会館（埼玉県）
研修期間：平成25年8月22日～24日
報告者：崎原 美智子
目　的：女性の活躍を推進する関係者

が一堂に会して課題解決に向
けた研修を実施し、ネット
ワークの形成を図る。

研修地：徳島県阿南市
研修期間：平成25年10月11日～13日
報告者：山城 百合子・平良 弘子
　　　　佐和田 幸子・富川 朝美
目　的：男女共同参画社会の実現に

向けた課題解決策を探ると
ともに、参加者相互の交流
の促進を図る。

研修地：イギリス
研修期間：平成25年9月14日～22日
報告者：新垣 則子・比嘉 倫子
目　的：県の女性を海外に派遣し、

男女共同参画の実現と女性
リーダーの育成を図る。

講演会：コミュニケーション哲楽さびら

研修報告会

～welcome!オーラの磨き方

アシタ（未来）とアタシ（私）は変えられる！

女性の翼
日本女性会議2013あなん男女共同参画推進

フォーラム(NWEC)

「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８9３ー４４１１ 内線４２１
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大謝名区老人クラブ
会長　上原正雄

♪社会奉仕活動♪ ♪宿泊研修♪

　

大
謝
名
区
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

男
性
43
名
、女
性
74
名
、合
計
１

１
７
名
の
会
員
で
、
90
歳
代
の

先
輩
を
先
頭
に
楽
し
く
活
動
を

し
て
い
ま
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
練
習
を
新
た
に
宜
野
湾

マ
リ
ー
ナ
内
の
公
園
で
練
習
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。会

員
の
加
入
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
昨
年
度
は
、市

老
連
を
は
じ
め
、中
老
連
、県
老

連
か
ら
優
良
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

☆定例会（市老連の理事会・評議員会の翌週月曜日）
　午後2時　公民館
☆市老連主催行事への参加　　☆自治会行事への参加
☆グラウンドゴルフ大会（春季・秋季）　
☆忘年会・新年会　☆大謝名小学校1年生と昔あそび交流会
☆社会奉仕活動　☆宿泊研修（一泊二日）

★ ★
☆民踊サークル（毎週木曜日）　午後2時～午後4時　公民館
☆ボウリング（毎週火曜日）　午前10時～午後1時　宜野湾ボウル
☆グラウンドゴルフ練習（毎週水曜日）
　午後2時～午後4時　マリーナ公園
☆ゲートボール練習（毎週金曜日）　午後2時～午後4時　公民館広場

ᇻఱʇˁʮߤ຦௘ގ・૵૭ޏɛȪɤ

ʏʣɺই࡜ȿȩɤܾܧൠ

13

～健康・友愛・奉仕～

ᇻఱʇˁʮߤ຦௘ގ
大謝名区老人クラブ
☎897‐2900

　

真
志
喜
区
自
治
会
長
の

名
城
清
と
書
記
の
宮
城
和

江
で
す
。真
志
喜
区
に
は
、

は
ご
ろ
も
伝
説
で
有
名
な

「
森
の
川
」が
あ
り
、ま
た

３
０
０
年
以
上
と
言
わ
れ

て
い
る
伝
統
あ
る
大
綱
引

き
を
行
い
、み
ん
な
が
明

る
く
楽
し
い
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。皆
さ

ま
の
自
治
会
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●▲公民館૵૭ޏɛȪɤ
12

真志喜区自治会
☎897－3765

　毎年1月に自治
会・老人会・子ども
会で開催し、世代交
流のもちつきを楽
しみました。

　高齢者の健康・
生きがいづくりを
目的に、ピクニッ
クを開催していま
す。5 0名が参加
し、楽しく交流を
深めました。

　毎年7月頃コン
ベンション通りに
おいて大綱引きを
行っています。皆さ
んの参加をお待ち
しています。

　 7 5 歳 以 上 の
方々をご招待し、
余興を披露してご
長寿を祝っていま
す。

真志喜大綱引き健康・生きがいづくりピクニック

ふれあい交流会 総合行事（敬老会）
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　市では毎月25日は『まちニコ(25)デー』として、「まちで
ニッコリ、あいさつ声かけ運動」の啓発の日となっています。
2月25日(火)、真志喜中学校と中部商業高校において、市
長をはじめ多くの関係機関の方々であいさつ声かけ運動を
一斉に実施しました。多くの生徒があいさつ運動に参加し、
沿道に向かって手をふるなどして、市民の皆さんへ「まちニ
コ運動」のPRを行いました。

　3月9日（日）に市内中学校の卒業式が、
19日（水）に小学校の卒業式が行われまし
た。卒業生は、保護者や在校生、来賓らが
見守る中、校長先生から卒業証書を受け
取りました。これまでの学校生活の思い出
と新たな希望を胸に、通いなれた母校を
巣立っていきました。

　3月6日（木）、大山田芋栽培地区病害虫対策講習会お
よび意見交換会が、大山区公民館において開催されまし
た。第一農薬株式会社の饒波哲美氏、県中部農業改良普
及センターの呉屋光一氏による病害虫対策について講話
があり、意見交換会では参加者による活発な意見交換が
行われました。

大山田芋栽培地区で病害虫対策講習会

あいさつで広がる「地域の輪」

　3月10日（月）、4月に開校するはごろも小学校とはごろも
幼稚園へ市商工会（福里清孝会長）から図書が寄贈されまし
た。市商工会設立40周年記念事業として行われたもので、将
来の宜野湾市を担う子どもたちの教育に役立ててもらいた
いと、はごろも小学校へ150冊、はごろも幼稚園へ100冊の
本が贈られました。

地域支え合い活動委員会報告会

はごろも小学校・はごろも幼稚園へ図書を寄贈

小中学校卒業式

　2月28日（金）、平成
25年度地域支え合い
活動委員会報告会が
市社会福祉センターに
おいて開催されました。
住民同士が主体的に
身近な地域課題の発見
や解決、関係機関との
連携・協働を行いなが

ら、安心して暮らせるまちづくりを考えています。報告会では、
地域支え合い活動委員・ボランティア、自治会、民生委員児童
委員などの皆さんが参加。シンポジウム「地域福祉活動実践
から学ぶ地域力」、基調講演「地域力で創る地域福祉活動の
実践」（日本社会事業大学・菱沼幹男氏）が行われました。
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　3月11日（火）、民生委員児童委員の委嘱状伝達式が行
われました。今回新たに12人の民生委員児童委員と主任
児童委員1人へ沖縄県知事および厚生労働大臣より2月1日
付の委嘱があり、今回の伝達式が行われました。民生委員
児童委員は「社会福祉の精神」「基本的人権の尊重」「政
党・政治目的への地位利用禁止」を基本姿勢に地域の社
会福祉を推進するため、さまざまな活動を行っています。

防災行政無線放送が屋外放送後24時間以内において確認できます。☎ 

子どもたちを事件・事故から守ろう助け合いの心で「フードドライブ」

西海岸地区で津波避難訓練を実施民生委員児童委員へ委嘱状伝達
　2月22日（土）、
市の西海岸地区
において、津波
避難訓練が実施
されました。対
象地域は、伊佐
区、真志喜区、大
山区、大謝名区、
大謝名団地、上

大謝名、嘉数ハイツの自治会で、東日本大震災の教訓を
踏まえ、地震・津波に対する防災意識の啓発や津波避難
体制の向上を図ることを目的とした大規模地震・津波発
生を想定し、多くの市民が参加して行われました。大山地
域では、大山ゲートから基地内を通るなど、米軍と津波
発生時における基地内通行に関する協定を踏まえた避難
訓練を行いました。

　3月7日（金）、
市教育委員会と
宜野湾警察署は、
児童生徒被害防
止および健全育
成対策を強力に
推 進するため、
「子どもを事件・
事故から守る学

校ゆいまーる活動制度」に関する協定を結びました。この
協定は、児童生徒に対する犯罪等の未然防止のため、前
兆となる声かけ・つきまとい等の事案が発生した際に、そ
の情報を迅速的確に把握し、共有することを目的として
います。

　2月18日（火）、
株式会社カーブ
スジャパン上原
店からフードド
ライブ活動の一
環として、市社
会福祉協議会へ
食料品を贈呈し
ました。フードド
ライブ活動とは、
家庭にある缶詰

などの長期保存可能な食料品を集め、地域の社会福祉施
設などへ寄付する活動のことです。カーブスジャパンでは、
平成19年より社会貢献活動として実施しています。

　3月7日（金）、ＮＴＴ西日本沖縄支店（ビジネス営業部
上野睦弘沖縄振興推進室長）が、耳や言葉の不自由な方
が近くの方へ協力をお願いするときに利用できる「電話お
ねがい手帳」と「ふれあい速達便」を市社会福祉協議会
（當山盛保会長）へ寄贈しました。これはＮＴＴが福祉サ
ービスの一環で昭和58年から行っています。

大型店舗で消防総合訓練を実施「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」を寄贈

　3月6日（木）、スー
パースポーツゼビオ
宜野湾店において、
地震発生に伴う火
災、多数傷病者発生
に対する総合訓練が
実施されました。多
くの客が訪れる大型

店舗において、防火管理体制の再確認と自衛消防隊の初
動体制の確立（店舗従
業者による消火活動な
ど）と消防隊による効
果的かつ実践的な救
助、救急活動技術の向
上を図りました。
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①①
②②③③

④④

⑤⑤

大きな芋をほったよー

　「第５回ロープジャンプ小学生NO1決定戦（3月・東京都）」
県代表の宜野湾小（６年）の皆さんが３月５日（水）、佐喜眞市
長を訪れ、全国大会に向けての意気込みを語りました。

　２月２４日（月）、あいのもり保育園の子ども達が園の
畑で芋ほりを行いました。この畑は園の職員が耕したも
ので、子どもたちはスコップなどを手に持ち、満面の笑
顔で芋ほりを楽しみました。

ロープジャンプ日本一を目指して

　１月に行われた「県中学校新人選手権大会」で優勝を果たした真志喜中
の女子卓球部と女子サッカー部が２月２６日（水）、市長を表敬訪問しまし
た。女子卓球部は、３月に島根県で開催される全国大会にも出場しました。

女子卓球・サッカーで優勝

宇
地
泊
区

創作市民劇　

２
月
23
日（
日
）、
創
作
市
民
劇「
カ
ミ
ア
チ

ネ
ー
の
知
恵
」が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る
市
民
劇
。女
性
が

学
問
す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
時
代
、宜
野

湾
唯
一
の
漁
村
で
あ
っ
た
宇
地
泊
を
舞
台
に
、

カ
ミ
ア
チ
ネ
ー
（
魚
売
り
）
の
ナ
ビ
ー
が
知
恵

を
尽
く
し
、村
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
解
決
に

奮
闘
す
る
内
容
で
、総
勢
100
人
の
区
民
・
市
民

が
熱
演
し
ま
し
た
。

①
村
の
仕
事
の
合
間
に
、真
志
喜
の
タ
ン

メ
ー（
お
年
寄
り
）か
ら
琉
球
の
歴
史
や
、

故
事
な
ど
を
習
う
ナ
ビ
ー
。

②
あ
る
年
の
夏
、日
照
り
が
何
か
月
も
続

き
農
作
物
は
枯
れ
、村
人
は
海
外
に
出
稼

ぎ
に
出
る
な
ど
、生
活
は
苦
し
い
も
の

だ
っ
た
。

③
同
じ
く
日
照
り
に
苦
し
む
隣
村
の
村
人

が
、宇
地
泊
村
の
浜
を
よ
こ
せ
と
や
っ
て

き
た
。

④
一
触
即
発
の
状
況
の
中
、ナ
ビ
ー
は
タ

ン
メ
―
か
ら
習
っ
た
故
事「
漁
夫
の
利
」を

話
し
、争
い
の
愚
か
さ
を
説
く
。

⑤
ナ
ビ
ー
の
話
に
心
打
た
れ
た
両
村
の

人
々
は
村
の
復
興
の
た
め
に
お
互
い
協
力

す
る
こ
と
を
誓
い
、踊
る
の
で
あ
っ
た
。

　
創
作
市
民
劇
脚
本
及
び
演
出
家
の

登
録
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
市
内
各
地
域
の

歴
史
文
化
を
素
材
に
し
た
創
作
市
民

劇
の
脚
本
お
よ
び
演
出
家
の
登
録
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。宜
野
湾
市
内
ま

た
は
沖
縄
県
内
に
在
住
の
方
で
登
録

希
望
の
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
生
涯
学
習
課
市
民
文
化
係

　
　
　
　

☎
８
９
３―

４
４
３
３　
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戦
前
の
宜
野
湾
村
に
は
、
農
業
の
担
い
手
の
養

成
機
関
と
し
て
、
農
民
道
場
が
あ
り
ま
し
た
。設

置
の
発
端
は
、
昭
和
恐
慌
（
1
9
3
0
年
〜

1
9
3
1
年
）
が
も
た
ら
し
た
深
刻
な
経
済
混
乱

を
改
善
す
る
た
め
の
農
村
救
済
が
目
的
で
し
た
。

内
務
省
は
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
、「
農
山
漁
村

経
済
更
正
計
画
助
成
規
則
」を
公
布
し
、
県
内
町

村
の
経
済
更
正
計
画
書
の
策
定
を
促
し
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
村
は
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
に
、
沖
縄

県
か
ら
経
済
更
正
村
に
指
定
さ
れ
、
５
カ
年
の
年

度
別
経
済
更
正
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。村
が
策

定
し
た
15
項
目
の
経
済
更
正
計
画
の
中
に
、
農
民

道
場
の
設
置
が
あ
り
ま
し
た
。農
民
道
場
は
１
９

３
９（
昭
和
14
）年
に
、
字
宜
野
湾
の
村
有
地
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
実
習
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
村
内
か
ら

募
っ
た
17
、
18
歳
の
青
年
男
女
を
合
宿
さ
せ
、
昼

は
野
菜
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え
付
け
、
堆
肥
の
作

り
方
、
農
機
具
の
手
入
れ
な
ど
を
指
導
し
、
夜
は

職
員
に
よ
る
講
話
な
ど
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
当
時
は
、満
州
移
民
計
画
が
官
民
を
あ
げ

て
推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
は
１
９
４
０
（
昭

和
15
）年
に
満
州
開
拓
に
よ
る
分
村
計
画（
＊
）を

策
定
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、
農
民
道
場

で
も
開
拓
農
民
を
送
り
出
す
た
め
の
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
時
代
は
沖
縄
戦
へ
と
向
か
っ
て
行

き
、
彼
ら
が
学
ん
だ
合
宿
所
は
日
本
軍
の
駐
屯

兵
の
宿
舎
へ
と
軍
事
目
的
に
使
わ
れ
て
い
き
ま

す
。米
軍
の
上
陸
と
共
に
宜
野
湾
村
は
戦
場
と

な
り
、
農
民
道
場
は
そ
の
中
で
姿
を
消
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

＊
分
村
計
画
：
村
落
そ
の
も
の
を
分
割
し
て
「
む

ら
ご
と
」満
州
へ
移
そ
う
と
す
る
計
画
の
こ
と
。
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農
民
道
場
と
そ
の
時
代

の
う
み
ん
ど
う
じ
ょ
う

『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
合
せ

 

文
化
課 

市
史
編
集
係（
市
立
博
物
館
内
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み
な
さ
ん
は
、

博
物
館
に
は
種
類

が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。
国

内
に
あ
る
博
物
館

は
必
ず
、①
博
物

館
法
に
基
づ
く

「
登
録
博
物
館
」、

②
文
部
科
学
省
や

都
道
府
県
教
育
委

員
会
が
指
定
す
る
「
博
物
館
相
当
施
設
」、③

そ
し
て
規
程
・
要
件
の
な
い
「
博
物
館
類
似

施
設
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
ま
す
。
ち
な

み
に
、
美
術
館
・
動
物
園
・
科
学
館
・
植
物

園
も
博
物
館
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、①「
登
録
博
物
館
」・
②「
博
物

館
相
当
施
設
」
は
、
国
か
ら
補
助
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、設
置
主
体
・

職
員
体
制
・
開
館
日
数
・
施
設
規
模
の
項
目

で
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
た
上
で
、
審

査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
「
登
録
博
物
館
」
の
場
合
、
館
長
と
学
芸

員
（
有
資
格
）
を
必
ず
配
置
す
る
こ
と
、
開

館
日
数
は
年
間
一
五
〇
日
以
上
な
ど
の
要
件

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
宜
野
湾
市
立
博
物
館
は
一
九
九

九
（
平
成
一
一
）
年
、「
博
物
館
類
似
施
設
」

と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
近
年
に
な
っ
て
職

員
体
制
な
ど
の
要
件
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

補
助
金
を
活
用
し
た
施
設
・
事
業
の
発
展
を

図
る
た
め
に
、今
年
二
月
に
「
登
録
博
物
館
」

審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
、二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）

年
に
「
公
立
博
物
館
の
望
ま
し
い
基
準
」
を

「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
発
展
並
び
に
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
る
」
と

改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
当
館
で
は
、

「
先
人
の
生
活
の
知
恵
と
工
夫
を
知
る
市
民

参
画
の
場
」
と
し
て
の
博
物
館
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
お
住
ま
い

の
地
域
の
歴
史
・
文
化
が
触
れ
あ
う
場
を
作

る
た
め
に
、
親
子
で
参
加
で
き
る
地
域
に
ね

ざ
し
た
文
化
事
業
な
ど
、
魅
力
あ
る
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
博
物
館
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく

▲開館15周年を迎える宜野湾市立博物館

【
お
問
合
せ
】
市
立
博
物
館  

☎
8
7
0
ー
9
3
1
7

　
入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
来
館
下
さ
い
。
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०য়Ćဏ૏Ⱥɢɤ

集団健診での受診を希望する方は、予約受付期間
内に下記の予約先までご連絡をお願いします。

問合せ ： 健康支援課  1898-5583

　生活習慣病はちょっとしたことが5年10年と積み重なった結果おこり
ます。ということは…ちょっとの心がけで2、3年後には赤信号から黄色信
号へ、さらに青信号へと未来を変化させることができるのです。お仕事や
家事で忙しい今だからこそ、未来のあなたと家族のために健診を受けて
日頃の生活を振り返る機会にしませんか？

集団健診集団健診
予約制予約制 予約先予約先

のお知らせのお知らせ
平成26年度　宜野湾市

に
なります！

がんばるあなたへ、年に一度健診のプレゼントを！
受診者の約2割に治療が必要という結果が…

　健診結果からあなたの体がどのような状態なのかイメージできるよう
ご説明いたします。下記までお気軽にお問い合わせ下さい。
　また、特定保健指導の該当者など、早めに生活習慣病予防に取り組む
必要がある方には、市から直接連絡することがあります。

『私の結果、どうなの…？』健診結果をご説明します。

沖縄県健康づくり財団

受付時間（8：30～12：00・13：00～16：00）
☎889-6452

実施日 予約受付期間 健診会場 対象行政区 健診受付時間定員人数 特定健診 がん検診 子供預り
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

140
140
140
210
70
140
140
280
140
80
280
100

8：00～10：30

※午後は
　ありません

平成25年度 特定健診結果
受診者数=4,661人（平成26年3月1日現在）

高血圧 2,556
（55％）

1,119
（24％）

986
（21％）

高血糖 1,898
（41％）

0％

異常なし 生活習慣の見直しが必要 治療が必要

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2,356
（51％）

407
（9％）

高脂血症 1,249
（27％）

1,895
（41％）

1,517
（33％）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

×

100

調整中（確定申告時期を予定）　※詳細については市報等でお知らせします

70

70
210

210

14

15

18

16

17

5月10日（土）
5月17日（土）
6月10日（火）
6月14日（土）
7月14日（月）
7月30日（水）
8月16日（土）
8月24日（日）
9月11日（木）
9月24日（水）
10月19日（日）
10月31日（金）

普 天 間 小 学 校
普天間第二小学校
市 立 体 育 館
宜 野 湾 市 役 所
我 如 古 公 民 館
真 栄 原 公 民 館
宜 野 湾 市 役 所
宜 野 湾 市 役 所
愛 知 公 民 館
宜 野 湾 公 民 館
宜 野 湾 市 役 所
伊 佐 公 民 館

野嵩3区・普天間1～2区
新城・喜友名・普天間3区
宇地泊・真志喜・大山

全行政区
我如古

真栄原・上大謝名
野嵩1～2区
全行政区
愛知・中原
宜野湾
全行政区
伊佐

長田

大謝名・大謝名団地

嘉数・嘉数ハイツ
全行政区

全行政区

嘉 数 公 民 館
市 立 体 育 館

宜 野 湾 市 役 所

長 田 小 学 校

大謝名団地公民館（受付）
大謝名児童センター（健診）

4月14日（月）～
4月16日（水）
5月12日（月）～
5月14日（水）
6月5日（木）～
6月6日（金）

7月23日（水）～
7月25日（金）

8月25日（月）～
8月26日（火）

9月29日（月）～
9月30日（火）
10月1日（水）～
10月3日（金）

10月6日（月）～
10月7日（火）

12月22日（月）
12月24日（水）
12月25日（木）

11月11日（火）

13 11月2日（日）

11月19日（水）

1月25日（日）

1月31日（土）

予約が無い方
の当日受付は
できませんので、
ご注意ください。

青信号 黄信号 赤信号

今年度から
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問合せ：介護長寿課  長寿支援係  ☎893-4411 内線１７２

問合せ：健康増進課（保健相談センター）1898-5583

ĸ౉ෂۿ຦࣋ଆĹି ਆ౺ၕୠ

ʏ˃ʨĜʩʑʵĜʠĶʇĜʵˋ२ķ༯࿫ɈȤඪɣȵ

　宜野湾市ではスポーツ、趣味等による高齢者の外出する機会
を増やし、生きがいづくりを応援しようと「宜野湾市シルバーパス
ポート事業」を実施しています。
　65歳以上の方を対象としたシルバーパスポートカードに加え、
75歳以上の方を対象に「クーポン券」を差し上げています。
　4月から利用できる「クーポン券」を、市役所介護長寿課窓口
にて配布しています。
　このクーポン券は、市内協力事業所で毎月１枚ずつ（５００円
分）利用ができます。協力事業所にはボウリング場やプール、岩盤
浴、カラオケといった健康づくりを助ける施設や、理容院・美容院・
マッサージ・エステなどの身だしなみや体調を整えるお店、薬局
などがあります。
※シルバーパスポートカードの再発行は現在無料で行っておりま
すが、今後はカード費用として料金を徴収することとなりますの
で、大切に保管してくださいますようお願いします。

問合せ：障がい福祉課  ☎893-4411 内線161・162

်ູ௩ޮଞ଴ຎĆ௩ޮ૥ဏ૏଴ຎຑɈ଴ຎޜߗฤɈȤඪɣȵ

　平成26年4月分から特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉
手当（経過措置分）の手当額が変わります。

　手当支払月は2月（11月分～1月分）、5月（2月分～4月分）、8月
（5月分～7月分）、11月（8月分～10月分）の年4回となっています。
※手当額は法律により、毎年の物価指数の変動に応じて改定す
ることになっています。
【手当を受給中のみなさまへ】
　次のような場合は、手当を受ける資格がなくなることがありま
すので、必ず障がい福祉課へ届け出てください。届出をせずに受
給資格がなくなった月以降の手当を受給された場合、その全額を
返還しなければなりません。
①住所や氏名を変更した場合　②受給者が死亡、または施設に
入所した場合　③受給者が病院や施設に3ヵ月以上入院した場
合（特別障害者手当の受給者は届出が必要です）
④障害基礎年金を受給するようになった場合（障害児福祉手当・
経過的福祉手当受給者は届出が必要です）

　軽快な音楽に合わせて楽しくアクアビクスをしませんか？水中
では浮力の働きで陸上より膝や腰に負担をかけずに水中運動を
行うことができ、膝痛・腰痛の予防や緩和、肥満の予防解消効果
があります。
日時　
　５月１３日～７月２２日　毎週火曜日(全10回) 1４:00～1６:0０
場所　宜野湾スイミングスクール
定員　25名(応募多数の場合は抽選)
対象
・40歳～64歳までの市民の方で原則として教室全日程に参
加できる方
・平成25年4月以降に特定健診または人間ドックを受診し、
医師からの運動制限のない方(場合によっては医師からの
意見書を提出していただくこともあります)
・原則として教室全日程に参加できる方
受講料　無料
募集期間　４月７日（月）～４月2５日（金）9:00～17:00
受付　電話または窓口で受付後、健診結果を保健相談センター
　　　へご持参ください。

問合せ：福祉総務課 1893-4411  内線371

ᆽ૪ဏ૏ࢣ࿥ Ćࣸાۋɀ౦൑ᆽ૪ູᇉࢣ࿥ࣸɈȮڨ໘

　平成２６年４月の消費税率８％への引き上げに伴い、所得の低
い方や子育て世帯への影響を緩和するために給付金が支給され
ます。
●臨時福祉給付金
対象者　平成26年度市・県民税（均等割）が課税されない方（課
税されている方の扶養親族や生活保護制度の被保護者となって
いる場合を除く）
給付額　対象者1人につき1万円
対象者の中で下記に該当する方は5千円を加算
　老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の受給者など
　児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
●子育て世帯臨時特例給付金
対象者　平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の受給
者であって、平成25年の所得が児童手当の所得制限額に満たな
い方
給付額　対象児童1人につき1万円
※平成26年度市・県民税の課税、非課税者が確定する６月以降
　に対象者には申請書を送付する予定です。

問合せ：健康増進課（保健相談センター）1898-5583

०য়ʑʞʛʯɺʛʯ࣋ଆ!～఍ɂۿ຦Ɂ०য়Ʉ౺ߤɬ～
　食生活の改善や運動など生活習慣病予防や健康づくりに必要
な知識を学び運動実技を行います。
対象　40歳～74歳までの市内に住所を有し、運動制限のない方
日時　６月２日～８月４日　毎週月曜日（全８回）13:30～16:00
場所　保健相談センター　定員　20名程度　受講料　無料
申込方法　電話または保健相談センター窓口にて受付（予約制）
申込期間　5月1日（木）～5月23日（金）

問合せ：障がい福祉課　1893-4411 内線161・162

ᄘሕી୭๱ఘబ௩ޮ૥ଞဏ૏଴ຎĪॗᇋࣸīɈ༥ોɅȾȞɀࡱ

　身体障害者手帳１級・２級に該当する方及び療育手帳Ａ１・Ａ
２・Ｂ１に該当する方に支給していた重度心身障害児者福祉手当
（激励金）は、平成26年４月1日をもって廃止となりましたので、お
知らせいたします。

問合せ：福祉総務課　☎893-4411　内線217・491

ɬၕୠȱɘȳĊĊۙڳޏ਷ሇކဏ૏ोۊᄘሕીණࡱ

　市では、行政と住民が一体となって支え合うまちづくりを目的と
した地域福祉計画を策定し、毎年、計画の実現に向けて、地域福
祉計画懇話会を開催しています。懇話会にて、点検評価を行う委
員を募集しています。宜野湾市の福祉の向上に関心のある方は、
福祉総務課へお問合せ、または市役所ホームページをご覧下さい。

☆水中運動教室　１4時～１6時
13日・20日・27日（毎週火曜日）宜野湾スイミングスクール

☆健康相談
毎週　月・火・金曜日（祝日を除く） １３時～１５時

保健相談センター
毎週　火・水曜日（祝日を除く） ９時～１１時

健康ガイド （5月）  1898－5583

特別障害者手当
障害児福祉手当
福祉手当(経過的措置分)

26,080円
14,180円
14,180円

26,000円
14,140円
14,140円

現行各種手当 平成26年 4月分～
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五児童館ガイド （5月） 各行事については申込が必要な為、各児童センターまでお問い合わせください。

時間：午後2時～5時30分まで
●じゃんけんぽん 問合せ：我如古児童センター☎897-6767

ミニじどうかん じゃんけんぽん（5月）下記の公民館で行います。
野１区 22日(木)　野３区 28日(水)
普1区 9日（金）・23日（金）　普３区 14日(水)
宜野湾 19日(月)　長田 8日（木）　我如古 2日（金）・30日（金）
真栄原 7日(水)・21日（水）　真志喜 12日（月）・26日(月)
嘉数 1日(木)・15日（木）・29日（木）　嘉数ハイツ 16日（金）

०য়Ćဏ૏Ⱥɢɤ

市民図書館ガイド（5月） 1897－4646
＜定例おはなし会＞　１階・おはなしのくに　
１０日（土）　１４時　　　　おはなしの木の会
１７日（土）　１５時３０分　絵本を楽しむ会 「麦の穂」
２１日（水）　１５時３０分　読み聞かせサークル 「ムク」
＜定例映写会＞　2階・カルチャーホール
１０日（土）　１５時３０分 『京都大蔵流茂山千五郎家　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　狂言への招待』 （82分）
２４日（土）　１４時　『右脳をはぐくむ こども 世界名画の旅 2』　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51分）

子育てガイド （5月）☎８９８－５５８３

10時～11時

11日（日） ９時～１１時 1３時～１４時４５分乳児一般健診

母子関係の健診・教室
(場所：宜野湾市保健相談センター) 受付時間

コアラ倶楽部（育児学級）

ふたば母子健康相談

１３時１５分～１４時３０分1歳６ヵ月児健診 8日（木）・15日（木）・29日（木）

１３時１５分～１４時４５分２歳児歯科検診 22日（木）

３歳児健診 ７日（水）・21日（水）・28日（水）１３時１５分～１４時
20日（火）

時間等は、お問合わせください。のびっこ親子教室 13日（火）
１３時３０分～１３時４５分マンマン教室（離乳食教室） 16日（金）

１３時３０分～１３時４５分２日（金）・９日（金）

《新城児童センター　　TEL・FAX  892-8888》
15時30分～17時
15時30分～17時
16時～17時
16時～17時

15時30分～17時
9時30分～12時30分
15時30分～17時
15時30分～17時

2日（金）
9日（金）
12日（月）
１5日（木）
１9日（月）
24日（土）
28日（水）
30日（金）

１０日（土）
１９日（月）
　24日（土）
　２９日（木）

１４時～１６時
１６時３０分～１７時３０分
9時 30分～ 12時 30分
１６時３０分～１７時３０分

着付け・おりがみ教室
母の日★プレゼント作り

軽スポーツ
一輪車検定
おてだまあそび
市内５館交流会
手作り教室
映写会

《大山児童センター　　TEL・FAX  890-0015》
下校時～17時

14時～16時
15時30分～17時
16時30分～17時
9時30分～12時30分

16時～17時

7日（水）
～ 9日（金）
10日（土）
19日（月）
21日（水）
24日（土）
26日（月）

母の日制作

クッキング
折り紙教室
しぎん紙芝居
市内5館交流会
軽スポーツ

《赤道児童センター　　TEL・FAX  892-3397》

《大謝名児童センター　　TEL・FAX  897-4117》
10時30分～11時30分

16時～17時
16時～17時

9時30分～12時30分
16時～17時30分

10日（土）
14日（水）
21日（水）
24日（土）
26日（月）・27日（火）

《我如古児童センター　　TEL・FAX  897-6767》
16時～17時

16時30分～17時30分
9時30分～12時30分
16時30分～17時30分

8日（木）
～10日（土）
15日（木）
24日（土）
30日（金）

母の日製作
スポーツ

市内 5館交流会
ＤＶＤ上映会

母の日プレゼント製作
チャレンジ
軽スポーツ

市内５館交流会
パソコン教室

母の日プレゼント作り

軽スポーツ
市内5館交流会
一輪車認定会

問合せ　保育課　☎８９３‐４４１１　内線４６０・４６１・４５８

平成26年度 主な行事予定
4月　サブリーダー委嘱状交付式
4月～平成27年3月　定例会（毎月）
6月～7月　保育サポート養成講座
9月　第1回リフレッシュ講座
平成27年2月　第2回リフレッシュ講座

◇リフレッシュ講座実施場所◇
普天間地区：新城児童センター
宜野湾地区：赤道児童センター
嘉数地区：我如古児童センター
真志喜地区：大謝名児童センター

「子育ての援助をしてほしい人」と「子育ての援助をしたい人」を会員としお互いに支え合い、有償で助け
合う地域の相互援助活動組織です。

ファミリー・サポート・センターとは

ファミサポでは、サポーターさんを大・大・大募集!!
（詳細は市報５月号およびホームページに掲載致しますので、ご覧ください）
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中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。
住所異動や新たな出生などがあった場合は１５日以内に届出が必要です。
※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。　※公務員の方は勤務先で申請して下さい。

児童の対象年齢 ： 中学校修了前まで
手当月額 ： 中学生　１０，０００円
　　　　　３歳～小学生　１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
　　　　　３歳未満　１５，０００円　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　所得額が一定以上の方　５，０００円

०য়Ćဏ૏Ⱥɢɤ

児童家庭課からお知らせです児童家庭課からお知らせです
児童手当児童手当

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線181・283・294

児童を養育するひとり親に対し、申請に基づき審査を経て
支給されます。
児童の対象年齢：１８歳になった最初の３月まで
（一定の障害がある場合は２０歳の誕生月まで）
手当月額 ： １子目　９，６８０円～４１，０２０円
　　　　　　　　 （所得額によって異なります）
　　　　　２子目　上記に５，０００円加算
　　　　　3子目以降　上記に3，０００円加算

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体
で考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週
間を「児童福祉週間」と定めています。
　国や地方公共団体、学校、児童福祉施設等および地域社
会が一体となり、児童福祉の理念の普及・啓発や子どもたち
を対象としたいろいろな催しが行われます。各家庭でも、子ど
もの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を設けましょう。

●２０１４年度 こいのぼり掲揚式
◇とき ： 4月2３日（水）　１０：００
◇ところ ： 市役所本庁玄関前
●児童センター・学童クラブ作品展
◇とき ： 4月２１日（月）～5月９日（金）
◇ところ ： 市役所ギャラリー

児童扶養手当（父子も対象）児童扶養手当（父子も対象）

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線179・182

ひとり親およびその児童が入院または通院による医療費
（保険診療分）がかかった場合、申請に基づき審査を経て
医療費の一部を助成する制度です。

児童の対象年齢 ： １８歳になった最初の３月まで

母子及び父子家庭等
医療費助成事業

母子及び父子家庭等
医療費助成事業

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線179

精神または身体に一定以上の障害がある児童に対し、
申請に基づき審査を経て支給されます。
児童の対象年齢：２０歳の誕生月まで
手当月額 ： １級該当の児童１人につき　４９，９００円
　　　　　２級該当の児童１人につき　３３，２３０円

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線294

ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、
職業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。

■生活相談　■就労相談　■資格取得等支援・情報提供
■母子福祉資金、寡婦福祉資金に関する相談

母子自立支援事業母子自立支援事業

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線263

問合せ ： 児童家庭課  1893-4411 内線284

5月5日～5月11日は児童福祉週間です5月5日～5月11日は児童福祉週間です
児童福祉週間の取り組み

標　語
（20１４年度 全国児童福祉週間標語　最優秀作品）

（中西 愛美 〔なかにし まなみ〕 さん ７歳　千葉県　の作品）

母子自立支援員が相談を受けます  【要予約】
午前　10：15～12：00　　午後　13：00～17：00
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　ボランティアセンター（通称：ボラセン）では、ボランティアしたい人と、してほしい人をつなげるはらたきをしてい
ます。市社会福祉協議会内に設置されており、地域の人々が安心して生活できる「福祉のまちづくり」の実現を目指
して、ボランティアをしたい人に対して研修会などを開催しています。ほかにも、活動の事故等を補償するためのボラ
ンティア保険の手続きを行っています。

A.ボラセンでは、ボランティア活動や市民活動に関する相談や情報提供、活動先
の紹介を行っています。また、NPO・ボランティア団体等の活動支援やボランティ
アに関する講座やセミナー等の学習の機会を設ける取り組みも行っています。こ
れからボランティア活動を始める方を応援する窓口です。わからないことや困っ
たことがあれば、ぜひボラセンへ!!また、「ボランティアをお願いしたい」という方
に、ボランティアの紹介も行っていますので、お気軽にお問い合わせください！

　２月１９日（水）市社会福祉センターにて、平成２５年度ボランティア活動推進校
およびボランティア団体実践報告会を開催しました。報告会では、ボランテイア活
動推進校から４校、ボランティア団体から２団体が代表で１年間の活動報告を発表
し、その他のボランティア活動推進校および団体はパネル展示による活動報告を
行いました。ボランティア活動推進校の児童・生徒たちは、ボランティアについて学
んだことや車いすマラソン大会のボランティア、赤い羽根共同募金街頭募金活動を
通しての感想などの活動実践報告がありました。また、ボランティア団体の皆さん
は、日頃の活動や今後の活動展開について報告しました。

　これからの将来を担う子どもたちに「福祉のまちづくり」を推進していただくこと、また地域のさまざまなニーズに合わせて
積極的にボランティア活動を行う団体さんを募集しています。
　応募については市社会福祉協議会内ボランティアセンターにお問い合わせください。または、市社会福祉協議会ホームペー
ジをご覧下さい。「ぎのわん社協」で検索！

ボランティア活動に関することは、
問合せ：市社会福祉協議会内ボランティアセンター　☎892－6525

ボランティアで「つなぐ」「つながる」「つなげよう」

Q.ボラセンってどんなことをしているの？

▲地域での清掃ボランティアの様子

▲沖縄ダルクリハビリテーションより活動の報告

平成26年度

応募締切：５月１６日（金）17：00まで

★ボランティア活動推進校とは
　宜野湾市内の保育園（所）、幼稚園小・中・高等学校を、
「ボランティア活動
推進校」として指定
し、子どもたちへの
思いやりの心を育む
ことを目的に活動を
行っています。

★ボランティア団体とは
　自発的な意思に基づき他人や社会に貢献する団体を「ボ
ランティア団体」と
して指定し、活動
の主体性や自主性
を尊重しながら、
ボランティア活動
を行っています。

◇お知らせ◇
　報告会で展示した活動報告パネルを４月２１日(月)～２５
日(金)に、市役所１階ロビーにてパネル展を開催します。　
　ぜひ足を運んでいただき、子どもたちならではのボランテ
ィア活動やボランティア団体の多種多様な取り組みをご覧く
ださい。ご来場お待ちしております。

◆◇ボラセンより一言◇◆
　ボランティアは気軽に始められそうなものから少し勇気のい
るものまで、さまざまな活動があります。そして、ボランティア
活動は１００人１００色と言われているので、一人ひとりにあっ
た活動がきっとあります。ぜひ、ボラセンで素敵な出会い、新し
い自分を見つけに来てください。

▲朗読ボランティア　活動の様子▲大山小学校の皆さん
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MICE施設を宜野湾市へ誘
致しよう

2
23

3
5

3
5

嘉数小学校体育館落
成 2

25 クオータリーミーティングを
開催

　県が建設地を選定する大型MICE施設を宜
野湾市へ誘致しようと、「宜野湾市MICE施設
建設誘致推進市民総決起大会」が中央公民館
集会場にて開催されました。同施設を建設する
ことにより市の活性化へつながることが期待さ
れており、約150人が参加しました。2月に同施
設の建設誘致推進協議会が設立され、誘致に
向けた署名活動も行われています。

　市、普天間飛行場、キャンプフォスターおよび海軍病院に
よる平成25年度第3回クオータリーミーティングが宜野湾
市役所にて開催されました。ミーティングでは、2月22日に
行われた津波避難訓練についての報告と今後の協力など
を確認しました。

　嘉数小学校の体育館が完成し、学習発表会、体育館落成
式、祝賀会が開催されました。落成式にあたり、古堅宗篤
校長は「子どもたちのスポーツに関する無限の可能性を広
げてくれるもの」と述べました。

フィリピン台風被災者へ義
援金 3

10
自然災害発生時の

基地内通行による避難につ
いて

　在沖フィリピン領事館（アラルコン朝子名誉総領
事）へ、市民からの募金が届けられました。これは市
庁舎ロビーをはじめ図書館等市内公共施設10箇所に
募金箱が設置され、117,849円が集められたもので、
現地の学校再建に使われるとのことです。

　在日米軍の災害時における限定的準備、対応、及び入域につ
いての地元実施協定の標準運用手順締結式が、キャンプフォス
ター基地内で行われました。
　津波等の自然災害発生時における基地内通行による避難に
ついて、具体的な運用手順を取り決めたものです。
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左記の条件を
すべてみたす者

情報掲示板
Jogpsnbujpo!Cpbse

問合せ：生涯学習課（市民会館1階）☎893-4431
問合せ：生涯学習課（市民会館1階）☎893-4431

『基地被害１１０番』☎８９３－４４００　※２４時間体制で留守番電話が対応します。 基地政策部基地渉外課

「リンパマッサージ・キネシオテーピング教室」受講生募集
日程　5月19日(月)～5月28日(水） 19:00～21:00
　　　5/19、5/21、5/26、5/28　計4回
場所　中央公民館 2階 集会場　　参加費　無料
対象者　定員20人　市内在住・在勤で18歳以上(高校生除く)
　　　　スポーツ指導者およびキネシオテーピングに興味の
　　　　ある者(初心者大歓迎） ※定員に達し次第締め切
　　　　ります。
持ち物　キネシオテープ(幅50mm)、はさみ、タオル、軽装(肩
　　　　やひざまでまくりあげられる服装)でご参加ください。
申込期間　4月21日(月)～5月9日(金)  平日9:00～17:00
申込方法　所定用紙に必要事項を記入の上提出
　　　　　※電話での受付可(後日書類確認）

問合せ：環境対策課 ☎893-4411 内線455

Ｕ字型（取っ手付き）指定ごみ袋の販売開始
　宜野湾市では市民の皆様の要望を受けまして、従来の「平
型」の指定ごみ袋と並行して「宜野湾市指定ごみ袋(大) Ｕ字型
(取っ手付き)」を準備が整い次第、店頭販売いたします。

「フィットネス教室」受講生募集
日程　5月30日(金)～6月20日(金)  19:00～21:00
※5/30、6/2、6/9、6/13、6/16、6/20（6/6を除く月・金）
場所　中央公民館 2階 集会場
参加費　無料
対象者　定員20人　市内在住・在勤で18歳以上(高校生除く)
　　　　※定員に達し次第締め切ります。
持ち物　動きやすい服装、飲み物、タオル
　　　　※ピラティスマットは、主催者側にて準備します。
申込期間　5月12日（月）～5月23日（金） 平日9:00～17:00
申込方法　所定用紙に必要事項を記入の上提出
　　　　　※電話での受付可（後日書類確認）

問合せ：市民協働推進課 ☎893-4411 内線423

慰霊の日事業開催のお知らせ
日時　6月15日(日) 15：00～(14：00開場）
場所　市民会館 大ホール
出演者 ジョニー宜野湾、さどやん、磯崎主佳、島袋霞（予定）
　慰霊の日事業に先立ち、5月中旬から市役所1階ロビーにてピ
ースツリーを展示いたします。ピースツリーの葉に平和へのメ
ッセージを記入し、平和へのメッセージでいっぱいにしましょ
う！
　慰霊の日事業の詳細は、市報5月号をご覧ください。

FM２１      （76.8MHZ） 毎週金曜日 　 AM10:20～10:30

FMよみたん（78.6MHZ） 毎週火曜日   PM3:00～4:00

FMニライ（79.2MHZ） 毎週土・日曜日 AM9:40～10:00

応募資格　満18歳以上、満40歳以下で、高校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　平成26年4月1日現在において宜野湾市に1年以上住所を有する者
　　　　　心身ともに健康な者、日本国籍を有する者
派遣人員　1名
留学期間　1年間(平成26年9月～平成27年8月迄）
　　　　　※出発は9月上旬を予定
派遣先　厦門市立厦門理工学院
内　容　中国語の習得、中国の歴史・文化を学ぶ
補助額　大学授業料及び往復旅費の全額、寮費の半額を市が負担
募集期間　4月10日(木)～5月22日(木)  8:30～17:15 (土・日曜日、祝日を除く）
提出書類　申請書(窓口・市ＨＰにて配布)、住民票抄本(本籍記載のもの)、証明写真(申請書に貼付)、
　　　　　最終学歴の卒業証明書または卒業証書(写)。留学決定者は、誓約書・健康診断書・履歴書
提出先　宜野湾市役所　市民協働推進課 平和・男女共同係(住所：宜野湾市野嵩1-1-1）
選考試験　5月25日(日)　作文および面接試験　　結果発表　5月下旬予定。受験者へ通知
※募集要項等の詳細については市ホームページにてご確認頂けます。 http://www.city.ginowan.okinawa.jp/

中国・厦門市への留学生を募集します！中国・厦門市への留学生を募集します！
ア モ イア モ イ

 本市の海外友好都市締結先である中国福建省厦門市の市立大学に1年間留学生を派遣し、国際的視野を持った人材の
育成を図ることを目的に留学希望者を募集します。

申込み・問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係  ☎893-4411  内線423

厦門理工学院中国・厦門市

注意：従来の「平型」サイズから取っ手部分をカ
ットしているため、容量が45Lから「40L」に減
少します。使い勝手のよいものを選択してご購入
ください。
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中央公民館  5月・6月講座受講生募集

父の日企画　親子トールペイント教室
日時　6月8日(日) 13:30～16:30
内容　お父さんへのプレゼントを、お母さんと一緒に手作り！
　　　Ｔシャツにトールペインティング 
場所　中央公民館 2階　集会場
定員　親子15組(小学校1年生～6年生）
教材費　300円(筆代他)　無地のTシャツ持参

まったく初めてのパソコン
日時　5月12日(月)、14日(水)、16日(金） 全3回
　　　14:00～16:00   定員　20人
内容　初めてのパソコン、電源の入れ方から始めましょう。
場所　中央公民館 3階 研修室①　　教材費　無料
すぐ身に付く美文字レッスン
日時　5月23日、30日、6月6日、13日(金曜日） 全4回
　　　19:00～21:00　　定員　16人
内容　PC時代の今だからこそ！ボールペン・筆ペンのちょっと
　　　したコツであなたの文字も劇的美文字へ 
場所　中央公民館 3階 研修室②  
教材費　500円(筆ペン代含む）
昔懐かし沖縄料理
日時　6月11日(水)、19日(木)、25日(水） 全3回
　　　13:30～16:30　　定員　20人
内容　おばあちゃんが作ってくれた懐かしい料理、お菓子。
　　　沖縄そばを麺から手作りなどなど！
場所　中央公民館 2階 調理室　　教材費　2,500円

問合せ：中央公民館  ☎893-4457問合せ：（公財）沖縄県国際交流人材育成財団  ☎942-9213

高校育英貸与奨学生・高等学校奨学生定期採用の募集
募集内容　平成26年4月に高等学校、専修学校高等課程など
に在学している者を対象とする奨学生の募集
応募資格　①県内に住所を有する者の子弟　②高等学校、専
修学校高等課程などに在学している生徒
申込方法　出願書類を学校で受取り、学校が定める提出期日
までに提出（締め切りは概ね4月中旬～下旬頃）
※在学している学校の奨学金担当者へ確認してください。

問合せ：日本非核宣言自治体協議会事務局
（長崎市平和推進課内）☎095‐844-9923

原爆や平和について考えてみませんか？
～親子記者事業参加募集～

　小学生とその保護者が記者となり、8月9日の長崎原爆
犠牲者慰霊平和祈念式典等の被爆地を取材することによ
り、核兵器廃絶と平和の願いの継承を図ります。
場所　長崎市内　　期間　8月8日(金)～8月11日(月)
募集人員　18人(全国9ブロックから小学4年生以上1人と
その保護者1人の9組）　応募締切　5月9日(金)
＊詳しくは、ＨＰをご覧ください。http://www.nucfreejapan.com

申込み・問合せ：生涯学習課市民文化係 ☎893‐４４３３

ライブギノワン2014  出演者・Ｔシャツデザイン募集！
募集期間　4月1日(火)～5月26日(月）
応募資格　市内(ライブハウスなど)で音楽活動している方
応募方法　応募用紙に必要事項を記載の上、出演メンバーが
　　　　　演奏している楽曲を２曲CDにコピーし提出する。
Ｔシャツデザイン募集　応募様式に必要事項と１色デザイン画
　　　　　　　　　　を添付し提出する。
※応募用紙は市HP・市民会館・ライブハウスで配布　
開催日時　8月2日(土)　16:00～　
会場　宜野湾海浜公園屋外劇場
※宜野湾はごろも祭りと同時開催となります。

問合せ：市老人福祉センター  ☎893-6400

平成26年度　市老人福祉センター教養講座　受講生募集
曜

月

水

火

講座名 開講 時間 定員
絵画（油絵）
書道
社交ダンス
古典音楽三味線
生け花
ウクレレ
琉舞
紙手紙
オカリナ
大正琴
民謡カラオケ

9時半～11時半
9時半～11時半
12時～14時
9時半～11時半
10時～12時
9時半～11時半
13時～15時
9時半～11時半
15時～17時
13時半～15時半
15時～17時

20
20
50
30
20
30
30
20
15
15
100

対象　市内在住の60歳以上の方　　場所　市老人福祉センター　　受講料　無料（教材等は実費負担）　　回数　計10回
申込期間　5月12日(月)～23日(金)　市老人福祉センターで受付。お申込み先着順です。
備考　所定の申込用紙にて直接お申込みください。本人以外のお申込み、電話でのお申込みは受付できません。
　　　開催時間については、変更になる場合があります。

6月2日

6月3日

6月4日

曜

木

金

講座名 開講 時間 定員
ちぎり絵
陶芸
歌謡カラオケ
フラダンス
気功・太極拳
自分史の作り方
パッチワーク
民謡三味線
詩吟

9時半～11時半
9時半～11時半
12時～14時
15時～17時
12時～14時
9時半～11時半
9時半～11時半
12時～14時
14時～16時

20
20
100
30
50
20
20
30
20

6月5日

6月6日

申込受付　5月2日(金)から(9:00～17:00  火曜日・祝日除く）
　　　　　※先着順のため定員に達し次第、締め切ります
対象　成人・小学生(市内在住・在勤・在学の方） 
受講料　無料
申込方法　中央公民館に来館しお申込みください。
　　　　　※電話でのお申込みはできません

青少年講座

一般成人講座
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問合せ・資料請求：（公財）国際青少年研修協会
東京都品川区西五反田7‐15‐4 ☎03‐6417‐9721

小学生～高校生のための
夏休み海外派遣 参加者募集

内容　ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・英語
　　　研修・地域見学・野外活動など
派遣先　米国・英国・豪州・カナダ・サイパン・セブ・フィジー
日程　7月25日(金)～8月17日(日）
対象　小学校3年生～高校3年生　
参加費　25～65万円　　締切　6月2日(月）および9日(月）
※上記内容は事業により異なります。

申込み・問合せ：NPO法人ゆいまーる
☎898‐5107・FAX898‐5101

就労支援パソコン講座
はじめてのパソコン講座
日程　5月13日(火)～8月12日(火） 18:00～19:30
受講料　月額3,500円　定員　10人　毎週火曜日・木曜日
改正消費税とパソコン会計（弥生会計使用）
日程　5月8日(木)、15日(木)、22日(木） ※各回同一内容
時間　13:30～16:30　受講料　1,000円　定員　各回10人
場所　宜野湾市ベイサイド情報センタービル 1階
受付期間　4月21日（月）～5月8日（木）
申込方法　電話またはFAXにて申込み

平成26年 春季全国火災予防運動が実施されました

「住宅防火 いのちを守る ７つのポイント」（３つの習慣、４つの対策）に心がけましょう。

設置しましたか？住宅用火災警報器

　市消防本部は、宜野湾警察署と合同で巡回広報及び迷惑駐車指導を行いました。消防自動車が通行しづらい箇
所がいくつかあり、チラシ等にて周知しました。いざというとき通行できるよう、日頃から市民の皆さまのご協力お願
いいたします。

現在、はがきによる住宅用火災警報器の設置調査を行っています。100％の設置をめざしてご協力お願いいたします。

○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろ等のそばを離れるときは、必ず火を消す。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

3つの習慣 4つの対策

宜野湾市の住宅用火災警報器設置率　67.1％（平成25年6月現在）

宜野湾市墓地等の経営の許可等に関する条例の施行について
　宜野湾市墓地等の経営の許可等に関する条例が平成26年4月1日から施行されました。本条例は墓地経営の許可基準及び手続き
のほか個人墓地の承継、適正管理に関する事項を定めています。
個人墓地の承継について
　個人墓地の所有者が亡くなられた場合は、墓地の承継者を決めたうえ、その旨を市長（環境対策課）に届け出て、新たに許可を受
けなければなりません。墓地の承継手続がなされない場合は、承継者の把握ができなくなり、無縁墓地になる可能性があります。
無縁墓地は、ゴミの不法投棄や害虫発生など地域の住環境悪化につながる恐れがあります。個人墓地の所有者が亡くなられた場合
は、墓地の承継者を決め、環境対策課まで必ずご連絡ください。
清明祭・七夕における墓地の清掃について
　墓地の所有者又は管理者には、墓地の清掃、安全管理の徹底を義務付けています。清明祭・七夕などの行事及び法事の際には、
墓地を清掃し、墓石等が倒壊する恐れがある場合は安全措置を講じてください。また、清明祭を行う際は、他人の敷地への無断駐車
を行わないよう配慮をお願いします。必ず所有者等へ確認を取るようにしてください。
　なお、墓地の清掃で出たゴミは各自持ち帰り、適正な処分をお願いします。
市民の皆様へのお願い
　墓地を造成する際には、標識を設置するよう義務付けています。無許可墓地の造成を防止するため、標識を設置せず、造成をしてい
ると思われる墓地を発見した際は、環境対策課までご連絡ください。

問合せ：環境対策課  ☎893‐4411  内線451

問合せ：市消防本部 予防課  ☎892-1850
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市社会福祉協議会への寄付者 1 892 - 6525

宜野湾市への寄付者 1 893 - 4411

寄
　
付

寄
付

香
典
返
し

（－196人）
（－331人）

合　　　　計
46,587 人
95,706 人

男
計

（－135人）
（－89）

49,119 人
40,559

女
世帯数

人口と世帯数（平成26年3月末）（　）は前月比
日本人

46,092 人
48,701 人
94,793 人
40,230

（－197人）
（－126人）
（－323人）
（－80）

男
女
計
世帯数

495 人
418 人
913 人
329

（＋1人）
（－9人）
（－8人）
（－9）

男
女
計
世帯数

外国人

市民会館ガイド　（5月） 1 893－4433
◆母ちゃんありがとうの歌と踊りのコンサート
　11日（日）　開演　18時　入場料　¥2,000
　　　　　　  問合せ：ミュージック岩本　☎080-6492-8350

海浜公園ガイド　（5月） 1 897 - 2751

グラウンド
会議室

ジョニー宜野湾
ウクレレ教室

５日（月）・６日（火）

5日（月）12日（月）
19日（月）26日（月）

体育館ヨネックス杯県中学校
バドミントン競技大会

県バドミントン
協会

11日（日） 体育館全沖縄空手道選手権大会 白蓮会館沖縄支部
１８日（日） 野球場

野球場

全国審判伝達講習会 県高等学校野球連盟
１８日（日） 屋内運動場春季ラジオ体操講習会 生涯学習課
３１日（土） 都市対抗野球大会九州地区予選 県硬式野球連盟
３１日（土） 体育館NHK杯中学生卓球大会 県卓球協会

はごろもパーク
マネジメント

野球場
中学硬式野球

全日本選手権県予選大会
10日（土）11日（日）
24日（土）25日（日）

宜野湾
ポニーズ

多目的
広場

全日本少年
サッカー大会

10日（土）11日（日）
17日（土）18日（日）
24日（土）25日（日）

市スポーツ
少年団
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āഊඨ໲ćႴॢ൦Ǐᄄᅓ໲ā24૪41ယġ27૪41ယĪ内線549ī

ā௲āஒćીᄜஒીმ౺ݻߤāāᅅᄝ࿤ᅟ

Ŝ࿤຦દჟᆧഊඨĪૢ೐ᅅᄝīĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆԠ9:4-5522Īൣī
āഊඨ໲ćႴॢ൦ǐݮᅓ໲ā24૪41ယ～26૪41ယĪ内線544ī
ā௲āஒćીᄜஒીმ౺ݻߤ

ȱɀɉ࠲ഊඨɅۋ࣋

Ŝಆவ༃ʍʵĜʠʓˋʗĜĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆĆԠ9:3.5843

āഊඨ໲ćॢġࣸᅓ໲ā:૪41ယġ27૪!!Ԡ9:4.6184

ā௲āஒćીმ࠵ޏǎި࢒ɍɉȮɧɜߔ୔ʓˋʗĜ

ఊࣞഊඨɅ࠲ȱɀɉ

Ŝࡱᄘሕીɏɥȯɂʧ˅ĜˇĜʇĆĆĆĆĆĆĆĆԠ9:4-6699
āഊඨ໲ćॢġࣸᅓ໲ā9૪41ယġ28૪

ā௲āஒćીᄜஒ঎࠲೐

相談案内（お気軽に相談してください。）

●日商事務機 様　我如古１－５－５　　３万円
●宜野湾市女性団体連絡協議会 様　志真志１－１５－２２
　チャリティーコンサート収益金　　１０万円
●はごろもパークマネージメント　森根 清昭 様
　上原１－２３－１２　　５７，５４８円

●伊佐 真哲 様　新城２－２０－２　１０万円
　故 伊佐 時子 様

●株式会社 沖縄計測　代表取締役社長　玉城 幸人 様　
　沖縄市泡瀬１－３９－２６
●沖縄三菱電機販売株式会社 代表取締役社長 大野 和也 様　
　大山7-12-1　100万円
●米須 清忠 様　中城村字登又278番地　100万円
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★平成２６年度　狂犬病予防集合注射・登録　日程表★

実施場所 実　施　時　間
大 謝 名 公 民 館

上大謝名区公民館

嘉数ハイツ区公民館

嘉 数 区 公 民 館

真 栄 原 区 公 民 館

実施場所 実　施　時　間
喜 友 名 区 公 民 館

伊 佐 区 公 民 館

※大山区旧公民館

真 志 喜 区 公 民 館

宇 地 泊 区 公 民 館

９:１０～１０:１０

　　　１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

　　　　２:２０～３:２０

　　　　３:４０～４:４０

午 前

午 後

９:１０～１０:１０

　　１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

　　　２:２０～３:２０

　　　３:４０～４:４０

午 前

午 後

９:１０～１０:１０

　　　１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

　　　　２:２０～３:２０

　　　　３:４０～４:４０

午 前

午 後

実施場所 実　施　時　間
中 原 区 公 民 館

愛 知 区 公 民 館

長 田 区 公 民 館

宜 野 湾 区 公 民 館

我 如 古 区 公 民 館

実施場所 実　施　時　間
野嵩１区公民館

野嵩２区公民館

野嵩３区公民館

普天間１区公民館

普天間２区公民館

普天間３区公民館

新 城 区 公 民 館

※大山区は旧公民館跡地にて行います。

愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう
　生後９１日以上の犬は、狂犬病予防法により、市への登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けさせることが義務付けられています。また、鑑札と注射済票は必
ず犬の首輪に付けておかなければなりません。登録と狂犬病予防注射を行い飼
い主の責任を果たしましょう。

９:１０～１０:００

　　　１０:１５～１０:４５

　　１１:００～１１:３０

１:００～１:４０

　　　　２:００～２:３０

　　　　２:５０～３:２０

　　　　３:４０～４:４０

午 前

午 後

1回目 （日）5/18 2回目 （日）5/25

3回目 （日）6/１ 4回目 （日）6/８

注射手数料 ￥3,200
（新規登録の方は￥6,200）

¥3,000
¥2,650
¥550

¥1,600
¥340

～

☆集合注射でのお願い☆

※平成26年度より注射料金の値段が変更になっていますのでご注意ください。
※金額を確認してつり銭のないようにご準備ください。

環境対策課からのお願い

問合せ 環境対策課　環境指導係
☎８９３－４４１１　内線４５７


